
【卒業生アンケート調査報告特集】

愛知大学創設期における卒業生の在学状況とその後の軌跡

――昭和３４年卒業生まで――

愛知大学名誉教授（地理学）、愛知大学東亜同文書院大学記念センター・元センター長 藤田 佳久

「愛知大学」が、終戦直後の 1946 年 11 月 15 日に天皇裁可による「旧制大学」として誕

生して以来、本年で 75 年あまりを迎える。途中の 1949 年には全国の学制改革によって「新

制大学」になり、従来の法経学部の文学部を加え、法文系大学としての骨組を築き、数多く

の学問が学べるようになった。その後も学部、大学院、短期大学の新増設が続き、今や卒業

生総数は 15 万人を超えるほどの規模となった。

初期の卒業生はすでに 90 歳を超え、亡くなられた方々も増加し、このままでは愛知大学

の学生たちの愛知大学との記憶の歴史が消えるおそれも出てきたし、このままでは今後の

「愛知大学史」にも支障を来たしかねないと思われた。そこで愛知大学東亜同文書院大学記

念センターとしてはそれらを考慮し、まずは、昭和 34 年の卒業生までを対象にして、急遽

卒業生に当時の大学生活とその後の人生の軌跡を問うアンケート調査を行った。しかし、予

想以上に亡くなったり、病気などで回答数が少なく、別表のような数に留った。実施が 10

年遅かったと残念に思っている。昭和 35 年（1960）以降は昭和年代まで継続できたらと計

画している。

今回は時間と紙幅の関係で、「旧制大学」分と「新制大学」分のみの結果を紹介し、二部、

短大二部、短期大学分などは次号へ回させていただく。ご回答いただけた方々には、しっか

りとご回答いただき、深く感謝し、ご協力に感謝申し上げたい。なお、他に情報がありまし

たら、当センターへお寄せ下されば幸いです。参考までにアンケート表を次頁に示します。
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           　 愛知大学同窓生（昭和22～34年度卒業生）へのアンケート

  アンケートの回答をお願いいたします。 [　　　　　] の中で該当する番号に大きく〇をつけてください。複数回答でも
結構です。また、自由記載へのご協力をお願いいたします。記入欄が不足の場合は別用紙への記載も可能です。
よろしくお願いいたします。

 A.  あなたの入学時のことなどを差し支えない範囲でお答え下さい。
　お名前　  (                                                    )       　性別［①男　　②女］
           入学年次は(昭和　　　年)　　卒業年次は(昭和　　　年3月)   
           生年月日は(昭和　　　年　　　月)　　　現在（2020.4.1）(　　　歳)
　入学前のお住まい　　(　　　　　　県都府道　　　　　　　市郡　　　　　　　　町村)
　入学後のお住まい　　(　　　　　　県都府道　　　　　　　市郡　　　　　　　　町村）
　　　　　　　　それは　  ［①寮　②下宿　③アパート　④自宅　⑤ほか（　　　　　　　　　　　　　）］
　入学される前の学校 ［①国内　 ②国外］ 学校名(　　　        　　　　　　　　　　　　　　　)
　　　   
  本学への入学は      ［①卒業後　②編入　③ほか(                      ) ］ 本学の在籍年数(　　　 年間)   
  どのように本学を知りましたか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
  本学を志望した理由は　

  本学へ合格した理由は　    
          ［①入試　   ②推薦　   ③面接　　④ほか（　　　　　　　                              　　　）］
  授業料はどのように工面しましたか
 　　　　［①親から　 ②親戚・縁者から　 ③奨学金から　 ④アルバイトから　⑤ほか（　　　　　　　）］
  生活費はどのように工面しましたか
　　　　 ［①親から　 ②親戚・縁者から 　③奨学金から　 ④アルバイトから　⑤ほか（　　　　　　　）］

B. あなたの入学先をお尋ねします。
(　　　　　  学部　　　　　  学科　　　　  　専攻)　　〔①１年次入学　　②編入学（　　　　　　）年次〕
　　　　　キャンパスは　［①豊橋　②名古屋　→ （③東邦高校跡　   ④車道）］
   入学した理由は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

   途中で転学部、転学科、転専攻した場合　(　　　　　学部　　　　　学科　　　　　専攻)へ
   理由は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

C. あなたの在学中の学業は
  学業の位置は　　［①学業が主　　②どちらかといえば学業　　③学業はまずまず　　④学業は従］
　その理由は　　　　　　　　　　　　　

　興味をもったり、面白かった学業分野や授業は　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　印象に残った先生とその理由は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　ゼミを選択していた方は、どんような内容で、担当の先生は　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　
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　卒業研究を行った方は、その研究テーマは、その理由は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　先生との交流はありましたか。その交流内容は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　図書館を利用していましたか。図書館をどのように活用されましたか　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　在学中の全体としての満足度は［①大いに満足　②まずまず満足　③まあまあ　④あまり満足していない］
　その理由は

　学業の成果がその後の人生に与えた影響は　　［①大いに影響　　②まずまず　　③まあまあ　　④あまり］
　どのような影響でしたか

D. あなたのクラブ・サークル活動は
　クラブ・サークル活動に参加していた方は、クラブ・サークル名は　　(　　　　　　　　　　　　　　　)
　よく参加しましたか　　［①よく参加した　　②まずまず　　③あまり参加しなかった］
　どのような活動内容でしたか

　クラブ・サークル活動をやってよかった点は  or  クラブ・サークル活動をしなかった理由は

　クラブ・サークル活動はその後の人生に影響がありましたか
　　　　［①大いにあった　　②まずまず　　③まあまあ　　④あまりなかった］
　その理由や、良かった点は

　学外のクラブ・サークル活動をされた場合、どのような活動でしたか

　その後の社会参加との関わり合いがありましたか

E. 就職、就業について
　卒業時に就職活動をされましたか
　　　　　[①かなり積極的　②やや積極的　③普通に　④あまりしない　⑤全くしない]
　その理由は
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　あなたの卒業時の就職環境は　
　　　　　[①かなり厳しい　②やや厳しい　③普通　④あまり厳しくない　⑤全く厳しくない]
　卒業時に就職先、分野を決めていましたか。なぜその分野でしたか

　希望した分野の職種、企業、機関名、組織へ就職できましたか
　　　　　[①はい　②なんとか　③意識せず　④意に反して]
　それが可能であった理由は

　差し支えなければ、就職先の企業名、機関名、組織名をお答えください
　　　　　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地　　　　　　　　　　　　)
　就職のさい、お世話になった方は
　　　　　[①大学就職課　②愛大卒業生　③知人、友人　④自力　⑤就職先　⑥ほか（　　　　　　　　　　　）]
　就職先では「愛知大学卒業」という経歴は、意識したことはありましたか　　[①はい　②少し　③特になし]
　その理由は

　転職をされていれば、転職先をお答えください。
　①(会社名:　　　　　　　　　　　　　　 　/業種:　　　　　　　　　　　　　　　　/所在地:　　　　　　　　　　　　  　)
　②(会社名:　　　　　　　　　　　　　　 　/業種:　　　　　　　　　　　　　　　　/所在地:　　　　　　　　　　　　　　)
　定年後、再就職されていれば、就職先をお答えください。
　①(会社名:　　　　　　　　　　　　　　 　/業種:　　　　　　　　　　　　　　　　/所在地:　　　　　　　　　　　　  　)
　
  就職先や社会人として、愛大卒業生は他大学出身者と比較してどのように評価できると思われますか

  愛知大学卒業生を他大学卒業生と比較すると、どのような点に特徴がありますか（ありましたか）

F.　愛知大学卒業生として
　愛知大学の設立主旨は、「世界平和と日本文化への寄与を根幹とし、国際的教養をもつ人材育成、地域社
会文化への貢献」であり、さらに「知を愛する真理の探求」、湧き上がった「自由、受難」などが掲げられています。こ
れらの大学の理念が、あなたにどのように反映されたかについてお教え下さい。

　愛知大学のルーツは上海にあった「東亜同文書院」にあり、そのため愛知大学は戦後ずぐに設立認可されました。
当初、書院生や他の学校からの編入、入学生も多数にのぼりました。東亜同文書院生や他の外地校からの編
入、入学生との交流はありましたか      　　[①交流があった　　②少しあった　　③なかった]
  交流があられた方は、具体的な内容をお答えください。
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　*愛知大学開学２年目に、愛大学生たちと豊橋市民は、空襲被害がなかった市公会堂で市民との文化交流
会が開催されました。それによって、各地から集って来ていた愛大学生たちがまとまったと言われています。その文化
交流会の様子を知っていますか　　　　　[①知っている　　②知らない]
  ご存じの方は、知っている内容をお答えください。

　皆さんの在学中、あるいはその前後にいわゆる「愛大事件」があり、本間学長は最後まで学生の弁護に徹しまし
た。この事件に対して、あなたは知っていますか　　　　[①よく知っている　　②多少　　③ほとんど知らない]
  「愛大事件」を知っている方（上記①②の方）は、どのように感じられましたか

 　あなたは母校としての愛知大学に　　　　　[①大変関心　②多少関心　③普通　④あまり関心ない]
　 その理由は

 　あなたは愛知大学の情報を何から得ていますか
          　[①テレビ、新聞　　　②大学のホームページ　　　③「愛大通信」　　　④さまざまな会合　　⑤受験雑誌　
           　⑥同窓生 　　 ⑦同窓会報　　　⑧愛大新聞（豊橋、名古屋）　⑧ほか（　　　　　　　　　　　　　　）]
　 愛知大学にどのような情報を期待しますか

   あなたは同窓会（支部活動も）に参加してますか　　　　　[①はい　　②よく　　③時々　　④いいえ]
   その理由は

　 同窓会の魅力をどのようにアップしたらよいとお考えですか。要望や提案があればご自由に

　 今日の愛知大学をどのように見ておられますか。要望や提案があればご自由に

　 愛知大学の後輩の学生に伝えたいことをご自由に

　 人生をふりかえって、あなたは　[①大いに満足　②まずまず満足　③普通　④少し不満　⑤大変不満足]
   満足度と、愛大卒業生との関係は　[①大いに関係　②多少関係　③普通　④あまり関係ない　⑤全くない]
　 最後にあらためて、あなたが愛知大学から得たものは何ですか。あれば座右の銘もお答えください

　あなたが、あなたの人生経験や研究をまとめ、自費出版も含めて刊行したものがあればご紹介ください

　　　　　　　　　　　　　　　　　　―以上、ありがとうございました―　　　　　　　　　　　　　　　　
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【卒業生アンケート調査報告特集】

１．愛知大学創設期における入学生の動向について

愛知大学名誉教授（地理学）、愛知大学東亜同文書院大学記念センター元センター長 藤田 佳久

愛知大学東亜同文書院大学記念センター事務室 佐原 陽子

１．はじめに――その創設経過にも触れな

がら――

本調査報告は、創設期の「旧制愛知大学」

への入学生たちの予科および学部への入学

と編入学にみられる特性とその動向を明ら

かにしようとしたものである。

周知のごとく、愛知大学は終戦直後の昭

和 21 年（1946）11 月 15 日に上申に対し、

天皇の裁可により、今日からみれば「旧制大

学」として認可された。当時の大学の開設は

天皇の裁可が必要であり、それが今日のよ

うに文科省の認可に変更されたのは、昭和

24 年（1949）からの、いわゆる「新制大学」

からで、高等教育へも民主化が進み、旧制大

学以下の専門学校などが昇格し、この「新制

大学」が多数誕生した。その数があまりに多

かったのでこれらの新制大学は「駅弁大学」

として揶揄された。

戦後誕生したとはいえ、愛知大学の誕生

は、そのような駅弁大学ではなく、「旧制大

学」として誕生したところに特徴があった。

その背景には、「旧制大学」として誕生した

愛知大学は、その出自の根源に 1901 年から

1945 年まで中国上海にあった「東亜同文書

院」（1939 年より大学へ昇格）との関係があ

った。東亜同文書院大学は 1945 年の終戦に

より半世紀の歴史を閉じるが、最後の本間

学長は敗戦を見越して、それより前に富山

県の呉羽紡績工場（戦時中は飛行機工場）の

一角に書院大学の分校を開き、13 人の教授

を派遣して上海と両校舎体制をつくった。

そして終戦の後、分校長の要請にこたえた

当時の吉田茂外務大臣の認可により、呉羽

で書院大学を再興継続して学生を集めた。

しかし、その年末、東京裁判への出廷を要求

された近衛文麿が自殺を遂げた。近衛は、書

院大学の財政を支えた東亜同文会の会長で

あったため、同会は GHQ によって閉鎖さ

れ、書院大学はその基盤を失った。当時まだ

上海にいた本間学長は、すぐに動き、呉羽分

校長にすぐかわりの校地をさがすように連

絡し、最終的に呉羽校舎の神谷教授が豊橋

の陸軍予備士官学校跡地（もとは陸軍第 15

師団跡地）をタッチの差で確保できたとい

う経過があった。

そしてここへ翌年 5 月、上海から引き揚

げてきた本間学長や書院教授たちが参集し、

8 月には文部省の認可を得ている。それが可

能であったのは、呉羽分校の教授会が閉校

後も継続され、新たな大学像を議論検討し

た骨格を利用し、本間学長が書院大のほか、

旧京城帝大や台北帝大などの外地の優れた

教授たちを集め、内地の旧制大学にふさわ

しい陣容を築いたことにあった。それが

1946 年（昭和 21 年）11 月 15 日の開学承認

となった。
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誕生地となった豊橋では、当時の 6 大都

市以外では初めての画期的な大学立地とな

り、市長や財界からは多くの支援があり、学

生たち主催の市民との文化交歓会が開講後、

なんと 2 か月後に開催されるほど学生たち

にも熱が入った。

こうして、外地からの無一文での引揚げ

ながら、頭脳は一流を用意し、校地校舎を確

保し、同文会からの図書の提供もあって、超

短期間で「旧制大学」の開学となった。これ

以降の引揚げ学生は、文部省の誘導もあっ

て愛知大学へ集中し、総合引揚げ大学の様

相を示した。

戦争中の学徒出陣や軍関係学校の学生た

ちが空白となった勉学を取り戻そうとした

り、東京など大都市では、戦災で勉学ができ

ない大学生たち、大学を GHQ によって閉鎖

された神宮皇学館大学生たち、など 80 校あ

まりからの入学があった。

２．アンケート調査

こうして誕生した「旧制愛知大学」へは、

書院生を軸にしながらも多様な学生たちが

開講された予科と学部へ入学してきた。学

業半ばで入学する学生も多く、編入生も多

いため、新設校のように新 1 年生から開始

するわけではなく、学部では最上級生の 3

年生としての編入学生もいて、開学と同時

に、予科と学部が同時並行、つまり各学年が

そろって開講となった。いきなり全学年が

そろった一大学そのものが誕生したわけで

ある。受け入れる教授側も準備はたいへん

であったものと思われる。カリキュラムだ

けでなく、教室、教具の整備、テキスト、ノ

ート、チョークや筆記具、紙、ガリ版印刷機、

寮の整備、他など付帯設備、備品も物不足の

中、用意をしなくてはならなかったからで

ある。

このような当時の学生生活は、あまり記

録に残っていない。『愛知大学五十年史』で

は、とりわけ学生に関する記述が少ない。そ

こで、どんな出自か、編入学の経路、なぜ愛

知大学を選び、何を学び、どんな影響を受け

たか、大学の歴史を知ったか、クラブ活動、

ゼミの様子、どんな卒論執筆、教授たちとの

交流、就職活動や就職先、そこでの愛大生の

評価。人生の満足度と愛知大学との関係な

ど、また同窓会や後輩先輩たちとのこと、な

ど、今まで不明であった大学生活や社会生

活についてアンケートを試みた。

そこで初回の今年は、昭和 34 年の卒業生

までを対象とした。いわば、創設期の愛知大

学についてである。当時の方は高齢化が進

み、結果から言えば、10 年遅かったといえ

る。しかし、回答してくれた方々はかなり真

剣に対応してくれたと思われる。それらに

ついては、後半に触れることにする。

３．「旧制愛知大学」への編・入学について

そこでここでは、まず「旧制愛知大学」へ

の編・入学状況を明らかにするところから

始めたい。ところで、新制愛知大学となると

様々な学部、学科、二部、短大二部、女子短

大、大学院、など一気に多様化する。今回は、

昭和 34 年までだが、その整理に時間がかか

り、また紙幅の制約もあり、旧制と新制の学

部だけに絞り、そのほかは次年度に紹介す

ることにした。旧制大学はそれらの原点と

して位置づけ、整理し、検討することにし

た。

参考までに、その後の愛知大学の学部、二

部、短大二部、女子短大などを一覧した表
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（表 1）を示しておく。これは今後のアンケ

ート調査の対象を決めるさいの目安になる。

ここで示す「旧制愛知大学」の学部部分は、

この左側の部分で、昭和 28 年までの部分で

ある。愛知大学の出発点であり、原点であ

る。

そこで、最初の卒業生から全体像を見て

みる。表 2 は、昭和 23 年の卒業生である。

ということは昭和 22年に学部 3年生に編入

し、翌同 23 年に卒業したということになる。

いずれも書院生で、書院 42 期がもっとも多

くて、40，43 期が 1 人ずつ、不明が 3 人で

ある。表 3 はそれぞれの所属学科を示し、

書院生は経済学科入学が多かったことがわ

かる。ただし、多くの該当者はなくなった

り、高齢化でアンケートはできなかった。

次の表 4は同じく昭和 24年の卒業生であ

る。書院出身で 16 人。やはり経済学科が多

いが、若干法政学科生が見え、法学科も選べ

るようになったことがわかる。うちアンケ

ート回答者も経済、法政各 1 人ずついる。

表 5 は昭和 25 年の卒業生で、書院の 43

から 45 期生で、学部予科、専門部とみられ

るが、不明が 80 人もいる。やはり経済学科

が多い。予科への編・入学が多く、書院では

学部教育が受けられなかった状況がわかる。

表 6 はそれを細分化して示した。ここでも

経済学科へ進んだ学生が多い。
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表 7 は昭和 26 年の卒業生である。表の左

下の名古屋工業専門学校以下 4 人は書院以

外からの入学生で、半分は予科へ、残る半分

は学科へ進入学したことなどがアンケート

からわかる。そして、表 8 は予科からの進

学先を示している。大学院の設置もあって、

「不明」分の 2 人は、早速大学院へ進学し

ている。
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表 9 は、昭和 27 年の卒業生である。アン

ケートも回答があり、6 人が可能になった。

いずれも旧制予科から経済学科へ進学した

ことがわかる。表 10 はその進学先を示した。

ほかの表もそうであるが、これらはいずれ

も同窓会名簿で確認する作業を行ったもの

である。大学院法学研究科へさらに 1 人進

学している。
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表 11 と表 12 は昭和 28 年の卒業生で旧制

大学の最後である。法政科から文学専攻科

へ転学したり、経済学科から名古屋第二部

へ移籍したり、経済学科から 4 人が大学院

経済学研究科へ進学するなど、さらに研究

しようとする意欲がこの時期に生まれてい

ることがわかる。アンケートによる 6 人の

多様化した去就もわかり、旧制大学の最後

は、変化に富んでいたことがうかがわれる。
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最後に参考表として表 13 を示す。これは

すでに触れた「旧制愛知大学」最初の学部最

上級の 3年生への編入学生 13人の就職先を

示したものである。この 3 年生への編入生

はほぼ東亜同文書院大学出身で学徒出陣な

どにより東亜同文書院大学卒業までできな

かった学生たちで、「旧制愛知大学」の創設

により編入学したものである。在学期間は

ほとんど 1 年間だけであったが、卒業生が

どこへ就職したかを、関係資料から調査し

て示した。終戦直後で、民間企業はまだ本格

的にスタートできていない時代ではあった

が、当時としてはそれぞれ国家官庁やマス

コミ、研究所、教員、著名な企業、などに就

職しており、その時代を反映していること

がわかる。書院出身の卒業生はこの後も続

くが、この状況をベースにしながらも、次第

にまとまりを見せてくる大手民間企業など

へも就職し、さらに学問的世界へ取り組む

卒業生もあらわれていくことがわかる。ま

た、次第に帰国してくる書院卒業生が増え

てくると、戦前からの組織化も進み、中には

そのような卒業生からの就職先への引き合

いも見られるようになった。しかしそれは、

書院出身の卒業生だけでなく、例えば古河

系企業への就職など、かつて書院生には当

たり前の就職先であった企業などへ「旧制」、

「新制」愛知大学の卒業生の就職にも及ん

でいく状況もあった。この表 13 は、終戦直

後に誕生した「旧制愛知大学」、そしてその

後の「新制愛知大学」へと続く、愛知大学の

最初の卒業生の就職状況の原点を示すもの

であって、その点ではきわめて興味深いと

いえる。
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【卒業生アンケート調査報告特集】

２．創設期の愛知大学卒業生に関する調査報告

──「旧制愛知大学法経学部」、「新制愛知大学法経学部、文学部」の卒業生たち──

愛知大学名誉教授（地理学）、愛知大学東亜同文書院大学記念センター・元センター長 藤田 佳久

第 章 旧制愛知大学卒業生たちの在学時代とその軌跡

．はじめに

本研究は、昭和天皇の裁可により、終戦

直後の 1946 年 11 月 15 日に旧制大学として

認可された愛知大学の創設期に入学した学

生たちの在学状況と、卒業後の軌跡をアン

ケート調査により把握しようとしたもので

ある。ここでの創設期は、1959 年（昭和 3

4 年）の卒業生までとした。それはその後

に始まる日本経済の高度経済成長期の前段

階までの期間とした。高度経済成長期以降

は今後も継続的に検討する計画である。

前稿1では、その全体的背景も視野に入れ、

愛知大学の創立以降の推移を日本全体の動

きも考慮して示した。それはまさに終戦直

後から始まる戦後日本の動きとも重なる。

その中で本稿の対象とする時期が、その前

半は昭和 26 年（1951）までの GHQ による

占領下の時期と、それ以降の自立を目指す

萌芽期に当たることがわかる。それは敗戦

後の衣食住の貧しい時代とそこからはい出

そうとする時代であった。そのような中で

の旧制大学への進学は、その進学率が元来

極めて低い中で、戦時中に学徒出陣などに

よって学問の道を閉ざされた学生たちが、

戦後の厳しい空腹と居住条件、そして経済

的困難な環境の中で、その空白を埋めるべ

く学問の道と戦後の新たな道を目指そうと

した厳しい状況下で進められたといえる。

そのような厳しい状況の中で、なぜ愛知

大学が認可され誕生し、かつ学生たちを受

け入れたかについては、まさに特殊かつ極

めてドラマチックな歴史的背景があった2。

その最大の背景は、上海にあった日本の

学校「東亜同文書院大学」の引き上げの受

け皿として愛知大学が開設されたことにあ

った。東亜同文書院（1939 年から大学へ昇

格）は、その前史として荒尾精が日清間の

貿易実務者養成を目指すべく清国との共存

共栄を図るビジネススクールとして 1890

年設立した日清貿易研究所を上海でさらに

発展させる計画に、近衞篤麿が日清間の承

認下で開設した南京同文書院を併合して、1

901 年に上海に創設された。それは清国と

の共存共栄の理念を持ったより高度なビジ

ネススクールの誕生であった3。しかも、荒

尾や近衞の工夫と努力により、書院生は原

則各県から派遣される仕組みの県費生制度

により、明治政府の資金援助が乏しい中、

独立経営を目指す私立学校として優秀な人

材を全国から集めた。清語や英語の語学徹

底や実践的な中国を中心とした多様な貿易

関係の学科目の習得や東アジア大調査旅行
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などをベースに、多くの人材を養成し、戦

後においては日本の高度経済成長にも多大

な貢献を果たした4。

それが 1945 年の敗戦により、上海では閉

学となり、前年、本間学長が敗戦を予想し

て富山県呉羽に開設した呉羽分校が、戦後

の外務大臣吉田茂の承認により呉羽で復活

したものの、経営母体である東亜同文会の

閉鎖により分校も閉学とせざるを得なくな

った。しかし、上海で書院大学の閉鎖業務

にあたっていた最後の書院大学学長の本間

喜一は、日本国内にそれに代わるあらたな

受け皿の新キャンパス設置を呉羽分校のス

タッフに要請し、その過程で分校の神谷教

授が豊橋の陸軍予備士官学校跡地（旧陸軍

第 15 師団跡）をタッチの差で確保し、この

キャンパスを東亜同文書院大学の受け皿に

し、GHQ 監督下で新名称「愛知大学」の礎

とした。6 大都市以外での初の旧制大学の

誕生で、本間喜一の指導の下、1946 年帰国

した本間学長らは、旧制大学にふさわしい

人材をそれまでの東亜同文書院大学のほか

外地の帝国大学や専門学校にも求め、呉羽

分校で戦後も継続されていた同分校教授会

による戦後の新大学構想の支援も受け、同

年 8 月には早くも文部省の認可を受け、同

年 11 月 15 日に天皇の裁可を受けて発足し

た。この短期間での大学認可はその前史の

書院の存在とその継承が認可にあたり評価

されたことは間違いない。

こうして発足することになった「愛知大

学」は、大陸からまさに無一文で引き揚げ

てきた厳しい環境の中で、新たな用地と旧

東亜同文会からの図書を受け、あとは本間

学長が集めた優れた教授たちのすぐれた人

材こそが認可の決め手になったように思わ

れる。「愛知大学」は文字通り優れた教授人

材ゆえに誕生したともいえた。実際、後述

するように旧制大学として開学した「愛知

大学」への志願者は、その多くが「優れた

教授陣」をその最大の理由に挙げ、しかも

それが引揚げてきた東亜同文書院大学の賜

物であることを認識している。

．アンケート調査の実施

本研究の方法は、アンケート調査によっ

た。前稿で指摘したように、その実施理由

は、愛知大学の歴史書、とりわけ『愛知大

学五十年史』は開学 50 年を記念して編集、

刊行された大作である5。しかし、大学の設

置からの半世紀は、大学自体の諸制度が

次々と変化したせいか、内容的には愛知大

学制度史といった風情で、その中には本来

の中心であるべき学生への視点が欠けてい

て、学生がどのように学び、楽しみ、巣立

ったのちどのような軌跡をたどり、どのよ

うな人物に発展したのかなどに関する情報

が欠落していた。当時筆者も最後の方の段

階で綜合郷土研究所についての誕生から活

動について原稿依頼され、執筆したが、全

体の構想にはかかわっていなかった。同研

究所の誕生をめぐる貢献者の史実と展示施

設の開設および研究所の諸活動などで少し

幅を作る努力はしたが、学生の閲覧、参加、

利用、見学会などについては触れられず、

制度や組織の記述が中心になった。

しかし、大学 50 年の中でどんな教育をし、

どんな学生や卒業生を作ったかは文字通り

大学の実績であり、宝物であるはずである。

『愛知大学五十年史』にはそれが欠けてい

た。それについては卒業生が気付き、むし

ろ同窓会がその部分を別のかたち、写真集
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や文集として仲間同士の絆としてまとめて

いる。つまり、大学主導の五十年史に自分

たちが登場しないことへの不満を感じてい

たということであろう。それは、当時の編

集者の生真面目さの反面幅のなさを物語っ

ているといえ、逆に同窓生の眼が優れてい

たといえる。

そこでそれをカバーするために、今回卒

業生へのアンケートの必要性を感じ、実施

することにした、かつて筆者は東亜同文書

院生へも同じような趣旨でアンケートを実

施したことがあった。約 5 千名の卒業生が、

高齢化、戦死や病死もあって 1400 名の生存

者の方々へ減少した時であった。しかし、

アンケート実施時期にはとくに高齢化が進

み、回答のできない方々が多く、回答を寄

せてくれた方々は 400 名ほどに留まった。

しかし、20 期代以降の元気な方々が待って

いましたとばかり熱心に協力していただい

た。それにより、従来とりわけ、戦後のイ

デオロギー時代に生み出された観念的な書

院への視点の虚像が明らかになった点は大

きな収穫となった。しかし、アンケートの

実施が 10 年遅かったと反省した。10 年早

ければ、回答率は過半に達したのではない

かと思ったからである。

この同じ思いは、今回のアンケート実施

にもあった。時期的に多くの古い卒業生は

高齢化が進み、亡くなられた方々も多く、

回答がもらえないのではないかと危惧した

からである。本来なら、『愛知大学五十年史』

の次の年史のプロジェクトが計画され、そ

こが今度は幅広く学生の視点も踏まえて実

施すべきであろうが、現在、そのようなプ

ロジェクト計画はなく、存在してもまた制

度史で固める可能性もあろうということで、

多くの書院生が愛知大学へ編入入学した事

実を踏まえ、それをさらに拡大して、今回

アンケートを実施した。今のうちに卒業生

に大学との関係を確認しなくては、愛知大

学史が本来含むべき内容は半分消失してし

まうだろうという恐れからである。

そこで急遽、アンケートを実施したが少

し焦りもあり、設問も若干整備する必要が

あった。しかも危惧した通り、回答を返送

してくれた方々は前稿でも示したように 40

0 名を切った。多くの方々がすでに鬼籍に

入り、または高齢化の中で回答ができず、

また回答いただいた方々も「忘却した」と

いう返事が目立った。やはり、10 年遅かっ

た点は否めない。しかし、返送してくれた

方々の中では詳細な記録を残してくれたケ

ースも多く。このような調査を待っていて

くれた方々も多かったのはうれしいことで

あった。

．「旧制愛知大学」の卒業生アンケートの

結果

（ ）「旧制愛知大学」誕生の背景

ここでは戦後の愛知大学の出発となった

「旧制愛知大学」の卒業生へのアンケート

から見てみる。

戦後の GHQ による教育改革は六・三・三

制への再編が進められ、戦前の複線化され

た学校教育制度は、再編、単線化へ改革さ

れた。詳細は省くが、特に小学校の上に新

制中学校が義務教育化されて新設され、各

市町村は戦後の財政難の中、新校舎の新設

や確保に大変であった。旧制中学校の 5 年

制は、この過程で 3 年制の義務教育の新制

中学校とその上にのる非義務制である 3 年

制の高等学校へ分離され、中等教育の柱と
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なった。

一方、高等教育の旧制高校や旧制大学は、

原則 4 年制の新制大学へ集約され、師範学

校も新制大学へ再編された。それらの多く

は昭和 24 年（1949）に文部省により新制大

学として全都道府県を含む全国各地にその

配置が承認され、急増された多くの大学は

一時、「駅弁大学」と揶揄されたこともあっ

た。しかし、これもそれまでの高等教育の

偏在をなくし、地域間の格差をなくそうと

する大きな改革であった。旧制大学の予科

や旧制高校自体の教養課程的部門はアメリ

カ流の教養教育課程（教養部）として新制

大学の専門課程と並び設けられた。そこに

は偏在的に配置されていた旧高等教育機関

をより広い配置へ転換し、新たな人材育成

を図ろうとする狙いがあった。

愛知大学は昭和 21 年に認可されており、

「旧制大学」としてスタートした。その背

景は前述したが、もう一つ、それを支えた

条件があった。それは、終戦直後、海外の

諸高等教育学校からの引揚げ学生は、帰国

しても国内に入るべき学校がなかった。そ

こで文部省はとりあえずそのような次々と

帰国する学生たちに既存の高等教育機関で

ある「旧制大学」への入学を開放した。し

かし、帰国は海外にいた日本人住民と同様

に一斉ではなく不規則であり、しだいにそ

の数も増えたため、受け入れ大学に混乱も

生じ、問題となった。

そんな中で旧制「愛知大学」の設立は海

外にあった書院大学の引き上げがベースに

あり、帰国学生の受け入れ大学として注目

され、書院以外の学生たちへも旧制「愛知

大学」への入学が推奨された。その結果、

「旧制愛知大学」は書院生をベースとしな

がらも、国内のいくつかの旧制大学と多く

の海外からの旧制大学や高等教育機関の合

計 80 校あまりからの学生を受け入れた。学

業半ばでの学徒出陣学生の編入や入試によ

る入学生らが「旧制愛知大学生」になった

（表 A-1）。入試はそれなりにしっかり行な

われたという。

こうして「旧制愛知大学」の歴史は始ま

ったのである。以下のアンケートはその一

端を示している。

（ ）アンケートの内容

そこで次に今回行ったアンケートの問の

内容を示す（表は前掲）。

ここに示したのはアンケートの内容であ

る。大きくは A 系列から F 系列まで 6 分野

に集約した。A 系列は入学時における個人

情報で、出自、出生年などの個人情報と愛

知大学へのアクセス情報への問い、さらに

入学時及び、学生生活の費用などを問うて

ある。終戦直後の苦しい時代の中での大学

生活への資金の確保状況への問いもある。B

系列は専攻分野への問である。この時期の

後半、本部豊橋校舎とは別に勤労青年たち

のために名古屋進出もあって、旧東邦高校

校舎の一角、さらには旧中京女子短大跡の

車道校舎が利用された。空襲で焼失した市

街地の中から利用できる校舎を求めるのは

大変であった。C 系列は在学中の学業状況

について問うた。その中で印象に残った授

業やゼミ、卒論、教員たちとの交流、それ

らの満足度などを問うた。D 系列はクラブ

活動で、戦時から解放された学生たちの自

由度を問うた。E 系列は卒業時の就職状況

を問うた。当時の不況下での学生たちの対

応を追った。F 系列は愛知大学卒業生とし
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ての意識を、大学設立時の開学趣旨の浸透

度、初期編入学の東亜同文大学書院生やほ

かの大学などからの編入入学生との交流事

状況、大学誕生後、地域文化への貢献の目

標のもと 1 か月半後に学生が企画実行した

豊橋市民との文化交歓祭の実施と成果、昭

和 27 年の愛大事件などとの諸関係、母校で

ある愛知大学との関係の強弱やその思い、

その後の人生の中での愛知大学の存在など

を多面的に問うた。

かなり多岐にわたり、設問の数も多いの

で回答を危惧したが、やはり高齢化による

忘却も目立ったが、丁寧な回答も目立った。

なお、このアンケート内容は、新制愛知

大学の法経学部の法学科、経済学科、新制

時に誕生した文学部の社会学科ほかいくつ

かの専攻の卒業生に対しても同様に使用し

た。それぞれの比較も意識したためである。

そのほか、2 部、短大は若干変更はある

が基本はあまり変えず実施した。ただし、

今回はその結果については、対応時間や紙

幅の関係で残念ながら次号へまわさせても

らった。

（ ）アンケートの結果

①「旧制愛知大学」への入学生たち

「旧制愛知大学」は昭和 21 年（1946）11

月 15 日に創設が認可された後、同 22 年春

から授業を開始した。この初年度に予科へ

入学した学生は編入学生も見られたため第

1 学年は 188 名、第 2 学年は 110 名、第 3

学年は 66 名の合計 404 名であった。このよ

うに学年間に入学者の数に差はみられたが、

開学から 3 学年がそろってスタートしてい

る（表 A-1）。その出身校を見ると「東亜同

文書院大学」が 157 名とやはり最も多く、

全体の約 4 割を占めた。次いで終戦までの

最後の 3 年間は東亜同文書院大学に併合さ

れた「北京経専」が 11 名、次いで「台北帝

大」が 10 名、あと「満州建国大」7 名、そ

してハルピン学院、新疆法政大学、大連経

専、ほか外地からの引揚げ学生たち、また

内地からは日本大学 6 名、明治大学 5 名、

ほか慶応大学、早稲田大学、中央大学など、

戦後都市での生活が苦しくて帰郷してきた

学生たち、GHQ によって神道主義の大学だ

として閉鎖された神宮皇学館大学の学生た

ち 6 名、ほか第七、第八、松江などの旧制

高等学校や東京高師、陸軍幼年学校、その

ほか旧制中学など、全部で 80 余りの外地お

よび内地の諸学校から入学した。全体的に

見れば、「旧制愛知大学」は東亜同文書院大

学の出身学生を主にした外地からの引揚げ

学生による「総合引揚げ大学」の様相を示

していた。

帰国学生はその後も続き、また国内から

の入学希望者も増えて、創立 2 年目には、

予科への新 1年生入学の志願者は 1000名を

超えた。また編入学志願者も 100 名を超え、

女子学生の受け入れも始まり、それぞれ入

学試験が行われた。新 1 年生への入学試験

は 5 倍近くの競争率となった（表 A-2）。こ

うして各学年の一斉開講が本格化した。

②アンケートによる 系列の個人的情報の

回答から

以上のように、開学時に東亜同文書院大

学（以下書院大学と称す）帰国学生たちを

主軸にしつつ、「旧制愛知大学」は新たな学

生も確保し順調に船出した。その全貌につ

いては興味深いものがある。しかし、今回

のアンケートの「旧制愛知大学」卒業の回
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答者は予想以上に少なかった。調査時期が

遅く、卒業生たちは、すでに 85 歳以上、中

には 90 歳を超える方々もおられた。すでに

多くの卒業生がなくなられ、あるいはご存

命であってもご高齢のため記憶を失ったり、

病気入院となり、回答が困難になっていた。

中には病床中のご本人に尋ねアンケート表

をわかる範囲で埋めてくれたご遺族の方々

もいた。前述したように、調査時期は 10 年

遅かったといえる。

しかし、そのような中で回答をお寄せい

ただいた方々は、記憶も豊かに記録され、

ご回答いただいた。アンケート数は少ない

が、単なる一部の意見ではなく、その当時

の方々一般の記憶と思いが伝えられている

といえる。また回答数は少ないながらも絶

対数から言えば、信頼度は高めだといえる。

その状況を踏まえ、以下、アンケート中心

にその内容を見ていく。

まず、表 A-3 は「旧制愛知大学」入学時

の前身校と卒業年及び生年を示したもので

ある。回答者も前述したように多様な出身

校を示している。旧制中学卒が目立つが、

当時は戦後の学校制度再編期にあり、この

時期のみ旧制中学から旧制大学の予科への

入学ができた。

図 A-1 は回答があった「旧制愛知大学」

への入学・編入性の在学期間を、わかりや

すく示した。部分回答だけの方もおられる

ので、合計値に若干のずれが出てくるのは

ご理解いただきたい。そのさい、法経学部

の経済学科と法学科を分けて示した。書院

生を卒業生はすべて経済学科へ入学してい

る。書院大学が、大学昇格後、商業学部中

心の大学になっていたからである。

前掲の表 A-1 では、書院生は予科だけで

157 名も初年度に入学しているが、アンケ

ートでは回答に項目によって無記入もあり

6～10 名ほどに留まっている。在学 3 年以

下は学部へ編入した学生たちで、5 年以上

は予科と学部を通して「旧制愛知大学生」

として卒業したといえる。旧制愛知大学卒

業生の回答者数は 40 名ほどであった。

表 A-5 は愛知大学を知った理由を示した。

経済学科生の回答が中心で、書院生の場合

は、書院時代の本間学長や小岩井教授から

の新大学設立の案内を中心に書院復活への

期待感が彼らの得た情報から生まれていた

ことがうかがわれる。一方、書院以外の出

身者も大陸からの引揚げ大学としての情報

をとらえ、優秀な教授陣への期待感があっ

たことなどがわかる。いずらも基本的には

書院情報であった。

表 A-6 はその先のより具体的な入学志望

の理由についてである。書院卒業生は書院

の延長線上でとらえ、一方、書院以外の出

身者は「有望」、「旧制大学」、「著名な教授

陣」など客観的なとらえ方をしていたこと

がわかる。法学科志望の書院大学以外の出

身者は、かつての自分の教師情報などより

情報を集めていたことがうかがわれる。法

学科はまさに書院時代にはなく、「旧制愛知

大学」としては新学科であり、中部地方最

初の学科であったことがその背景にあった

といえる。

③ 系列の入学先などの回答から

B 系列では具体的な志望学科、入学理由、

入学後の転学科などを問うた。

志望学科はすでにここで分類した通り。

入学理由は A 系列表 A-6 で示した内容と重

なるが、他に、自由な教育への期待、農家
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経済研究を進めたい、戦時中の勉学の空白

を取り戻したいという決意、語学習得や就

職を検討したい、などのより具体的な入学

理由が見えてきている。

④ 系列の在学中の学業などの回答から

C 系列では学業についての内容とその満

足度について問うた。

まず、在学中の学業のウェイトについて

は、経済学科の書院出身者は回答 7 人の内

6 人が学業中心であり、ほかの出身者も回

答者 13人のうち 8人が学業中心だったとし

ている。法学科の場合は 6 人中 3 人、残る

3 人も学業志向であったとしている。当時

の学生生活は経済的問題もありアルバイト

も生活の中にあり、数人は家庭の事情もあ

って学業が従というケースも見られたが、

若干のアルバイトをしつつも勉学には集中

していた状況が伝わってくる。それは戦時

中の勉学の空白を余儀なくされた部分への

回復と勉学ができる喜びがうかがわれる。

全体として、勉学には熱心に取り組んでい

たといえる。

そんな中で表 A-7 は、授業の中で興味や

面白いと思った学業分野についての回答を

示したものである。経済学科の書院出身者

はかなり具体的な内容にまで関心を持って

おり、一方、そのほかの出身者は、やや教

養的なレベルへの関心が高い。書院生は書

院時代の学徒出陣前に集約的授業を受け、

その発展形を新たな学部授業で関心を持ち、

一方、法学科は集中講義への関心が見られ

る。法学の各論は東西からの優れた法学者

が本間先生の差配の下で集中講義を展開し

ており、学生もそれに呼応し、熱心に受容

したように思われる。

その関係でのゼミを見ると、経済学科で

は大石教授の経営学、法学科では、花村教

授の刑法と胡麻本教授の共産党宣言の原著

購読（むつかしかったと）、とあるのみであ

る（表 A-8）。この点の実態はこれではよく

わからないが、これはアンケート用紙の記

入欄が用紙の端になり、回答記入が困難で

あったこと、また学部への編入年が学生に

よって多様であり、その点もゼミの開催に

影響があったかもしれない、などが理由だ

ろうと思われる。アンケート用紙の記入欄

配置のまずさは、こちらのミスでもある。

そこでゼミにも関係して卒業論文につい

ての回答を表 A-9 に示した。無記入欄に「忘

却」、「書いたのだが思い出せない」という

回答が散見された中で、この表は貴重な記

憶であるといえる。経済学科では書院生の

原理論的な実践論への関心が見られ、その

ほかの出身者による、より実践的内容とは

少し異なっている。この場合の実践的指導

は大石教授一色となっている。大石先生は

実践的な経営学を講じ、多くの学生がそれ

に興味を掻き立てられたとする記録が見ら

れる。一方、法学科では「忘却」が多いが、

記憶されたその主題の傾向はその片鱗から

伝わってくる。

以上のようにゼミや卒論など具体的な記

憶はかなり薄れてしまっているが、印象に

残った先生たちというレベルについてはか

なり記憶されている。表 A-10 はそれを示し

ている。ひとりだけの回答から複数の回答

もあり、それらをすべて挙げた。書院卒業

生に書院時代からの先生の名前がやや目立

つものの、新たに加わった先生の名前も見

られ、そのほかの出身者や法学科ではさら

にその傾向が強くみられる。いずれにせよ
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多くの教授たちは優れた授業で学生たちを

魅了していたことがわかる。それは「優れ

た教授陣」を知り、「旧制愛知大学」へ志願

入学してきた学生たちにとって予想通りの

手ごたえがあったことがうかがえる。

ゼミにしても卒論にしても、学生、教員

ともに学習と研究には図書の整備と図書館

の整備が必要であった。しかし、無一文か

らスタートした「旧制愛知大学」は認可さ

れる前から支給準備を始めたが、書籍の収

集などは戦後の混乱が続く中、大変であっ

た。豊橋などの書店からの購入も資金が必

要であった。そんな折、旧霞山会の建物が

GHQ に接収される直前に富山県の書院呉

羽校舎の教員と書院学生有志が東京へ向か

い、3 万冊あまりの収蔵図書資料を運び出

すというドラマチックな快挙があり、それ

がこの後新生直後の愛知大学へ運ばれ、購

入されて図書館のベースとなった。しかし

その整理には時間がかかった。その後いく

つかのコレクションも収集され、昭和 20 年

代の終わりごろには耐火収蔵庫の建設、同

じ 30 年代にはいると図書館本館も建設さ

れ、のちには名古屋図書館分館も建設され、

図書環境は一気に充実されてゆく。いずれ

にせよ、当然ではあったが、当時の図書環

境は十分でなく、卒論執筆にあたり、指導

教員から参考書を借りて完成させたという

回答も見られた。

表 A-11 はそのような当初の時期の図書

館利用状況へのアンケート結果である。十

分利用したという回答が多くないのは、上

述の図書館環境のせいもあろう。豊橋市立

の図書館を利用したという回答も見られた。

そのような中でゼミや卒論に工夫をしなが

ら取り組んだことがうかがわれる。

表 A-12 は在学中の満足度に対する回答

である。全体として「大いに満足」、「まず

まず」とする回答が多く、満足を得ていた

といえる。その理由である内容を見ると、

大学側も学生側も厳しい環境を理解しつつ

共に頑張ったという評価を示している。そ

のような厳しい環境下での対応が、卒業後

の人生にもプラスになったという理由を挙

げている（表 A-13）。

このことから見ると「旧制愛知大学」当

時、学生たちは新愛知大学の産みの苦しみ

を理解し、教員、大学と精神的にもかなり

一体的にまとまった強い絆で結ばれつつ、

終戦直後の厳しい環境をのりこえようとし

ていたことがうかがえる。そしてその背景

には書院出身の学生たちが、上海から引き

揚げてきた本間先生はじめの書院の教員た

ちへの強い一体感が存在していたことがう

かがわれ、それが旧制大学を維持し、旧制

としての新生愛知大学の第一歩を支えたと

いえるだろう。

⑤ 系列へクラブ活動への回答

D 系列はクラブ活動に関する回答である。

まず、創設期の学生たちはどのようなク

ラブ活動をしていたかについての回答であ

る。概していうと、施設もまだ未整備のた

めか、記入例は少ない。経済学科では書院

出身者では農業問題研究会、中国問題研究

会の 2 件のみ。校舎は中国への関心による

ものであり、全社は三好教授の実践研究の

影響であろう。いずれもしっかり参加して

いる。そのほかの出身者では写真、経営経

済研究会、児童文化研究会、陸上競技部、

児童文化研究会、庭球部があげられ、この

庭球部の部員は他大学とも積極的に交流を
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し、国体選手としても出場し、その後の人

生にも大きな影響があったとする。ほかの

学生たちは無記入が多いが、その理由に「暇

がない」との付記が目立つ。ほかのメモか

らは勉学への集中、あるいは一部にバイト

に従事したためとわかる。また、法学科で

はバレー部、ラグビー部、弓道部、キリス

ト教教育部、そして仏文研究会が前掲バレ

ー部と同一人物が参加している。概して法

学科生の方がクラブ活動に積極的に見える。

しかし、バレー部も施設整備が不十分とあ

り、この時期、ごく一部を除いて低調であ

ったといえる。しかし、初期に誕生したク

ラブの状況がわかり、これらかベースにな

って新制大学になると、多くのクラブが創

部され、活況を呈していくことがわかる。

⑥ 系列の就職についての回答。

次の E 系列は就職の問題である。戦後の

昭和 20 年代はまだ復興もままならず、昭和

26 年日本が GHQ の支配下からようやく独

立が認められても、経済もまだ発展の動き

は乏しかった。そんな折、昭和 28 年、とな

りの朝鮮半島で南北戦争がはじまると、南

側を支援する連合国側は多くの調達品を隣

の日本に求めるようになり、それが日本経

済を引き上げることになり、それが景気上

昇になった昭和 30 年代から始まる高度経

済成長へとつながっていくことになった。

しかし、「旧制愛知大学」の学生が時間差

を持ちつつ卒業するころは、経済活動はま

だ乏しく、いわば就職氷河期で、大学側の

学生推薦も一人 1 件のみに限定されていた。

表 A-14 における就職活動を積極的に実施

した書院以外の出身者は半分ほどが積極的

であり、表 A-14 に示した就職環境の厳しさ

は書院出身者も含め、すべての卒業生に共

通していた。しかも昭和 24 年に大学再編改

革ですべての旧制大学も新制大学へ移行し、

さらにタケノコのように「新制大学」が各

地に誕生した。昭和 28 年にはその新制大学

の第 1 期生が卒業し、就職戦線に加わった

ため、すべての学生の就職事情が厳しさを

増した。前表はそれを示している。こうい

う状況がある一方、当時は今日とは異なり、

いわゆる先輩、知人や親族などからの引き

であるコネの力が生きていた。表 A-15 中

の「ふつう」という回答者はすでにそのよ

うな力で就職先が決まっていたケースが見

られる。表 A-16 は希望分野への就職状況

の回答である。全体としては「なんとか」

以上の就職を実現しているケースが多い。

就職競争の中で「旧制愛知大学」卒、とく

にまた書院出身などの学歴、履歴が不況の

中でも就職をうまく実現できたように思わ

れる。それゆえ、大学学長や教授からの推

薦も効果があり、本間学長や大石教授の推

薦で就職先が決定している。とくに本間学

長による八幡製鉄への推薦は書院出身者で

はなかったため推薦された本人は生涯本間

先生に厚い恩義を語っている。

こうして決定した就職先を表 A-17 に示

した。厳しい環境であったとはいえ、また

昭和 27 年には愛大事件もあったとはいえ、

それぞれが当時の企業でも、金融、メディ

ア、大手メーカーなど第一線の企業に順調

に就職している。当時、「旧制愛知大学」の

法文系卒業生は中部地方で唯一であり、名

古屋大学は昭和 24 年に新制として初めて

スタートしただけであり、昭和 28 年によう

やく卒業生が出たばかりであった。それだ

けに「旧制愛知大学」の卒業生は中部地方
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の代表的なトップ企業を独占できていたと

いうことができる。法学科では法曹界がま

だ未整備であり、教職が目立った。

このような状況は表 A-18 でもうかがえ

る。新たな就職先での愛知大学卒業生とし

ての意識は全体として高く、その理由をみ

ても自信に裏打ちされていることがわかる。

また、とりわけ書院出身の卒業生は、超一

流企業へ就職できている点は、書院への評

価もあったろうし、その影響はその後の愛

大卒業生の評価へもつながっていったよう

に見える6。

それは次の表 A-19 および表 A-20 にみ

られる。新たな職場での愛知大学卒業生の

評価と他大学卒業生と比較した特徴にもあ

らわれている。そこには創設期の愛知大学

卒業生たちが新鮮で自信と活力に満ちて各

職場や社会での活躍の軌跡と足跡を刻んだ

ことがうかがえる。

⑦ 系列の「旧制愛知大学」卒業生として

の意識への回答

F 系列は「旧制愛知大学」の卒業生の意

識についての回答である。

まず、「愛知大学設立趣意書」の理念をど

のように受け取ったかについてである。こ

の設立趣意書は昭和 22 年、「旧制愛知大学」

創設にあたりその志をまとめたもので、明

治 33 年（1901）に創設された東亜同文書院

は「興学要旨、「立教綱領」として掲げてお

り、そのような伝統を引き継ぐ形で、内容

は次の時代を見越してそれにふさわしいか

たちで提示された。基本的には、「世界平和

への貢献」をベースに、「国際的人材の育成」

と「地域文化への貢献」を掲げた。このよ

うな設立趣意書を終戦直後に堂々とうたっ

たことは特筆された。特に GHQ の日本の鎖

国化を図った戦後政策に対して、はっきり

と「国際人の養成」を明示したことは明ら

かに書院の東アジアを見据えていた伝統を

受け継ぐことを宣言した独立宣言風であり、

「地域文化への貢献」は戦後 6 大都市以外

の地方都市へ初めての「旧制大学」を立地

せしめた使命感を宣言した独創性に満ちた

ものであった。この文面は学内に学生たち

の手で建立された「自由、受難」の鐘のふ

もとに掲げられた。これは歴代の学長が入

学式や卒業式でつないで挨拶してきた内容

である。卒業生たちはこれをどう受け取っ

たかである。

表 A-21 はそれを示している。それによ

ると両学科とも書院、そのほかの出身者の

違いを問わず、すべての卒業生がこの新大

学の設立趣意書の内容をわがものとしてそ

の後の人生にも生かしてきたことがわかる。

それは愛知大学の新たな魂として、またア

イデンティテイとして学生たちに広く受容

されていたたことがうかがわれる。

表 A-22 は書院出身や他の出身の学生た

ちとの交流状況である。旧制の学生同士の

付き合い状況ということになる。「交流がな

かった」という回答が不思議であるが、大

勢としては、書院生同士はもちろん、外地

の各学校からの編入入学生たちとお互いが

交流してことがわかる。

次いで表 A-23 は、昭和 22 年 4 月に愛知

大学の授業が開始された 2 か月余り後に、

学生たちの主催で豊橋公会堂と愛知大学グ

ランドを会場に豊橋市民との文化交歓祭が

1 週間近く実施され、成功裡に終わったこ

とに関してのかかわりや情報についての回

答である。この背景には、前述したように
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外地の学校を中心に 80 余校の学生たちが

愛知大学生になったが、多種多様な学校の

出身であり、当初は互いの交流がうまくい

ったわけではなかった。そこで多くの学生

が入居した寮生のうち、学部 3 年制へ編入

した書院出身者などがリーダーとなって、

市民に共同の文化交歓祭実施を呼び掛けて

実行された。直前に豊橋側には豊橋文化協

会が設立されており、協力関係を結んだ。

この文化交流事業計画の実施により学生た

ちもまとまり、仮装行列、講演会、演劇（「胡

蝶の舞」書院 46 期の間宮信夫氏演出）、巌

本マリのバイオリンリサイタル、バレー、

運動会、そして最終日は昨年 NHK 朝ドラ

「エール」の主人公であった古関裕而とコ

ロンビアオーケストラ楽団、さらに伊藤久

雄ほかの有名歌手も出演する音楽祭で幕を

閉めた。学生たちにとって、食糧不足や物

資不足の中で、志を実現すべく知恵を絞り、

苦労しながらも乗り越えたというのが実態

であった。最終日に豊橋市公会堂玄関の最

上階の階段の階段から挨拶に立ったまとめ

役の書院 42 期生出身の小崎昌業は公会堂

前に集まった数千人の市民に向かって挨拶

をし、本人は大成功であったという。市民

も豊橋に初めてやってきた大学と学生への

好奇心に満ちていたのであろう。これによ

り学生たちも愛知大学の学生としてまとま

ったという。アンケートに添えられた書院

の予科生から編入学した山内喜充（和夫）

氏によると、演劇は「胡蝶の舞」で書院 46

期、間宮信夫氏が演出し、女性役は安城学

園生に出演してもらったという。そしてこ

の交歓祭の実施に当たりもっとも奔走した

のが井上圭氏（昭和 25 年卒）であったとい

う。しかし、井上氏は読売新聞社事業部に

就職が決定していたが、卒業打ち上げの後、

酔いのため街で凍死してしまったとし、悔

やんでおられた。残念なことである。

なお、少し前、外務省で各国大使を務め

られた小崎昌業氏の自叙伝作成の関係で、

小崎氏が実家から持参された多くの写真の

中に当時の交歓祭の時の「愛知大学交歓祭」

が発行した招待券と入場券の写真が見つか

り、豊橋市民との交歓祭の臨場感が伝わっ

てきた。なおこれらの券には「愛知大学学

生自治会」の朱印が押されており、この時

初めて愛知大学に学生自治会が誕生したも

のと思われる（A-24 参考記事 1）。その初代

自治会長に小崎昌業氏が就任したという。

こうして誕生したばかりの「旧制愛知大

学」は学生の側からもまとまりをみせた。

この背景にはこの新たな「旧制愛知大学」

が入学したばかりの新 1 年生だけの新設大

学ではなく、予科生や学部生までが創設時

にはそろってスタートできたこともこの企

画をまとめ、実施する力を凝集できたこと

があげられ、とくに、上海の書院時代に寮

祭り、運動会、仮装行列、各クラブ活動を

経験していた書院生は多く、学生の自治意

識としては完成した大学として出発したと

いえる。

そのことは、創立から 5 年後で、その前

年に GHQ の支配が終わり、日本が独立の喜

びを得たその翌昭和 27 年 5 月 7 日深夜に起

きた、いわゆる「愛大事件」をめぐる評価

にも表れている。それは挙動不審な二人を

学内で寮生活を送っていた学生が捉えたこ

とがきっかけであった。とらえた二人は拳

銃や手帳などの所持品から警官であること

がわかり、学生との間でいざこざが生じ、

それが裁判問題に持ち込まれ、最高裁、さ
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らには国会審議までに至った。当時、安保

問題、メーデー事件、その前には東大のポ

ポロ事件、早大事件などがあり、公安側は

過敏になっており、その渦中へ取り込まれ

た感があった。警察側も戦後再編された市

町村警察に県警察が誕生し、豊橋市警察の

問題が県警まで拡大された面もあった。そ

れに地元紙も同調して誇大記事を書き、騒

ぎを増幅させた。この中で本間学長と小岩

井、さらに続く脇坂両学長も一貫して大学

の自治と学問の自由を柱に毅然とした態度

で臨み、他大学からも多くの支援を得た。

特に本間学長は当初から二人の警官の行動

の信ぴょう性に疑義を持ち、学生の証言を

信用して学生も 3 身等の身内であるとして

最後まで弁護を務めた。

しかし、この事件は「旧制大学」を誕生

させ、学制改革で新制大学として文学部も

併設して、さらなる発展を目指し始めた愛

知大学にとっては、罠を仕掛けられたよう

な状況に見舞われた。東京や関西などの大

学では問題にならないような事例が、保守

的な東海地方にあって愛知大学は「赤い大

学」とする風評被害がそれである。一時的

には就職や寄付金への影響が見られた。

このような状況下で、当時の卒業生は卒

業後の事件でほとんど知らないとする回答

以外の多くは、愛知大学側の大学の自治を

主張する態度と対応に強い支持を示してい

る。これは後述する新制大学後の当時の卒

業生にもおおむね共通している。今日では

昔語り的な事件になった感もあるが、この

事件はその約 20 年後の東大紛争など全国

に広がった大学紛争とは大きく異なり、戦

時中の学徒出陣など大学や学生が厳しく制

約されていた記憶がまだ生きていた時代に

おいて、戦後のアカデミズムと学生自治を

確立する純粋な大学と学生の問題であった

といえる。学生たちの見識も含め、十分に

再評価されてよいだろう。表 A-25 はそれ

を示している。

以下は次の母校愛知大学への思いについ

てである。

まず、表 A-26 では母校愛知大学への関心

度である。そのほとんどは「多少以上」の

関心を持っている。「大変関心」を持ってい

るのは書院以外の出身者に多く、その理由

には人間形成の場になったことと、愛大事

件に関係して権力の介入を許さなかったこ

と、愛大と豊橋が第二の故郷になったとい

う実感まで抱いている。書院出身者では大

学の産みの苦しみを共有するほどの一体感

を持つなど愛大ファンが誕生していること

を示している。法学科では本間先生や恩師、

旧友への感謝が述べられ、これも愛大ファ

ンだといえる。このような愛知大学に関す

る情報源は表 A-27 である。「新聞などのメ

ディア」のほか「愛大通信」や「同窓会報」

が中心である。大学のホームページはみら

れていない。高齢化のせいでもあるだろう。

それだけに上述の通信や会報は丁寧なつく

りが重要である。

それに関係して、愛知大学に期待する情

報を挙げてもらったのが表 A-28 である。そ

れぞれ期待している内容はシャープである。

大学の特色化、その目標の明確化、全国レ

ベルへの指向性、書院出身者や法学科から

は中国研究の発展、三遠南信地域とのかか

わり、などがあげられている。熟年になっ

た卒業生の眼は要を射ているように見える。

表 A-29 は同窓会をめぐる回答と意見で

ある。まず出席状況では出席率は高くない。
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［A-24］ 
1 ］ 

愛大と古関さん関係資料見つかる （参考記事）「愛大・市民交歓祭」 
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理由に高齢化に伴う身体的門外と顔見知り

の減少が上がっている。そんな同窓会の活

性化案は長年の経験の中から、交流をさら

に活発にする方向でのいろいろ建設的な意

見が提案されている。

表A-30は前掲の表A-28とも関係するが、

今日の愛知大学をどう見ているかという問

いへの回答であり、さらに要望であり、提

案である。全体としては各出身者とも共通

して、愛大の個性化、全国化、レベルアッ

プ化であり、その背景には現愛知大学に対

する停滞感が共有されている。また、中国

も含めた世界への飛躍とこの地域に根差し

た文化を基にした地域振興への要望もあり、

これは愛知大学の設立要旨の具体化だとも

いえる

以上の大学への要望に次いで、表 A-31 は

「後輩の学生たちへ伝えたいこと」のアン

ケートである。それらを見ると、活躍の場

も広く、多分野で活躍できるように羽ばた

いて、スケールも大きくなってほしいこと、

書院史、愛知大学史、愛知大学創設の精神

などその基盤をしっかり学んでほしいこと、

当地方第１の大学の学生としてとしての誇

りを持ってほしいこと、などを挙げている。

「旧制愛知大学育ちのこの卒業生たちにと

っては、長い人生経験を踏まえたうえでの

希望であり、志であるだろう。

最後に、表 A-32、と表 A-33、そして図 A

-2 である。まず前者は卒業生個々の人生に

対する満足度を問うたもの、それによると

ほとんどは「まずまず」以上のほぼ満足な

人生であったということを示している。「不

満」は少ないが、それもアンラッキーな問

題によるものであった。一方、後者はその

満足度と愛知大学との関係を問うたもの。

ここでも「多少関係」以上がほとんどであ

る。そこでその両者を相関関係図で示して

みると、図 A-2 のようになる。学科別、さ

らに書院とその他の出身校別に示した。そ

れによると全体として図の右上方への傾向

線がひけるほどの相関関係が読み取れる。

ここまでのアンケート結果を考慮すると、

卒業生たちの人生の満足度のベースが愛知

大学在学中に形づくられたことが明らかに

なり、このアンケートの結論のようなもの

だといえる。これは愛知大学にとってはも

っとも望ましいことであろう。

その背景には多くの学生が外地から苦労

して引き揚げてきて苦労を共にしたこと、

「旧制愛知大学が無一文の中から産声を上

げて晴れて旧東亜同文書院大学を先駆とし

た大学を学びに集まった学生たちと作り上

げたこと、そこには当時学問的には日本屈

指の優れた教授陣に学問の洗礼を受けたこ

となどが、彼らの自信と誇りを培ったこと

などを挙げることができるように思われる。
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【卒業生アンケート調査報告特集】

第２章 「新制愛知大学」法経学部経済学科卒業生たちの在学時代とその後の軌跡

1. 「新制愛知大学」への歩み

前章でもふれたように、教育の民主化、国

民教育の拡大による高等教育機関への進学

の増大が期待され、教育改革は高等教育ま

で及んだ。その中で新たに制定された新・学

校教育法は 4 年生の大学教育が原則とされ、

昭和 24 年（1949）、新制大学が全国で発足

することになった。ただし、基準に満たぬ学

校は翌年短期大学として暫定的に認められ

たが、教育需要を満たすようになり、昭和

39 年には制度化された。こうして昭和 24 年

にはそれまでの帝国大学、旧制大学、旧制高

等学校、（高等）専門学校などをベースに再

編成が行われ、「新制大学」が発足した。そ

の当時の国立大学は 69 校、公立大学は 17

校、私立大学は 81 校が再編ないし新たな誕

生を見た。愛知大学はそれまでの「旧制」の

残存を満たしながら、新たな文学部新設も

含めた形で立案し、設置審査委員の実地調

査を得て、「法経学部、文学部（社会学科）」

の新制大学として認められた。この新設文

学部の社会学科は全国初の学科であった。

なお、すでに昭和 22 年 9 月に開設されてい

た夜間 2 年制の法政、経済、文学別科、夜

間 1 制の高等科は、昭和 24 年のこの新制大

学発足時の翌年に夜間の短期大学部として、

改組され発展することになった、具体的に

は、豊橋の法経科と文科、名古屋車道の法経

科である。この年には、文学部にさらに文学

科も設置された。

こうして、新制大学が全国で一気に 200

校以上誕生したし、この東海地方にもいく

つかの新制大学が誕生した。このような動

きの状況について、『愛知大学五十年史』」

は、（愛知大学の）教授陣容に関しては、こ

のような形容は適切ではないかもしれない

が、一言で言って豪華絢爛（けんらん）たる

顔ぶれである。新制開設時、一挙に 200 校

以上の大学が設立され、「駅弁大学」とも称

された中で、本学に匹敵しうる内実を備え

た大学がどれだけあっただろうか。豊橋に

愛知大学ありとは東京でも良く知られてい

た」と述べ、これだけの優れた人材を豊橋へ

呼び寄せる魅力、人徳を愛知大学が備えて

いたということに驚嘆するとも付記し、50

年後の当時、学生や社会への吸引力を維持

しているかを自問しているi。

上記の豪華絢爛たる教授陣については、

前章で示した「旧制愛知大学」への志願者が

ほとんど異口同音に志願理由にあげており、

きわめて広く知られたことであったことが

わかる。改めて慕っていた学生と慕われた

教授たちの間の強い絆が浮かび上がってく

る。これは今日の愛知大学にとっても「温故

知新」とすべき課題であろう。

なお、表 B-1 は新制大学スタート後の昭

和 27 年における愛知大学の学部学科構成

と学年別学生数を示したものである。旧制

と新制が並行しているが旧制学生も 300 人

余り在籍し、一方新制学生は文学部とも全

学年がそろい、夜間短期大学も発展し元気

である状況がうかがわれる。

本章、以下のアンケートは、これら学生も

含め、昭和 34 年の法経学部卒業生の内、経
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済学科の卒業生を対象としたものである。

2. A 系列の出身校、志望理由など。

アンケートの問うた内容は前章の「旧制

大学卒業生」と同じである。 全部 117 名

の回答があった、以下順にみていく。

表 B-2 は、各卒業年別の出身校を一覧し

た。高齢化と学生数の関係で、初期ほど回答

数は少なく、最後の昭和 34 年が最も多い。

同 31 年には短大からの編入性も見られる

が、概して東海地域の出身者が多く、「旧制

大学」時代の回答よりもその傾向が強い。ベ

ースは地域型になっていたといえる。当時

の経済事情から言えば、東西の大都市へ下

宿をして進学するのは厳しい環境にあった

し、東西の大学もまだ整備は進んでいなか

った。次第に経済成長期に入ると愛知県を

中心にしたメーカーを中心として関連産業

の勢いも見られるようになり、この時期か

ら地元地域志向が始まっていたといえる。

表 B-3 は、愛知大学を知った理由、同 B-

4 は愛知大学を志望した理由である。前表

からは愛知大学が新制大学になった当時か

らすでに身近な存在になっていたことが知

られ、次第に愛知大学についての情報や特

性が評価され、色々な関係者からの推薦が

あったことがわかる。また、後掲表では愛知

大学の魅力を感じつつ、経済学科で学びた

いという意識も含め、学ぶ意欲へ焦点化さ

れていること、そして前の表と同様に、多く

の関係者である高校の先生や親族からの推

薦が多く、愛知大学の信頼度が高まってい

たことがわかり、この地域のリーディング

大学であったことがわかる。

次は、在学中の学費と生活費の負担者に

ついての回答である。全体としてみると、授

業料では約 5 割強の学生が親からの支援で、

残る 4 割弱ほどが奨学金とアルバイトに依
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存し、一方、生活費負担でも親依存が 5 割、

奨学金やアルバイト、一部は親に依存して

いたことがわかる。前述したように、当時は

経済的にはまだ大変な時代であり、愛知大

学も勤労学生を考慮して授業料も他大学に

比べかなり安く設定しており、それもまた

愛知大学への志望理由のひとつにもなって

いたことがわかる（222 ページ参照）。

3. B 系列のアンケート

この系列では入学先については、それに

従って整理しておりここでは省く。また、入

学理由については個別的な回答にはなって

いるが、前章の B3 と B4 の回答にだぶる面

が多く、それも省くことにした。

4. C 系列の在学中の学業についての回答

表 B-4 と表 B-5 は、在学中の学業のウ

ェイトの回答である。表 B-6 は在学中の卒

業年次別の学業のウェイトを示した。全体

では、回答数の過半が勉学に指向していた

ことがわかる。その理由は次表に示した通

りで、意欲に燃えて学問に打ち込んだ学生

や人生設計も考慮しながら学んだ学生たち

がいたことがわかる。愛知大学が学びのセ

ンターであったことがうかがえる。

表 B-7 と同 8 は、そのような学びの中

で、興味や関心を持った分野と、次いで印

象に残った教員についての回答を整理して

示した。興味関心分野を見ると、専門分野

から語学、教養までかなり広範囲に及んで

おり、特に教養科目の分野が目立ってい

る。新制大学として制度化された教養部提

供の科目がそれなりに効果を上げたとも見

えるが、愛知大学は旧帝大が採用した前期

2 年間の教養部制ではなく、教養科目は 4

年間の在学中に受講すればよく、3 年生以

上でも受講できる形をとっていた。理念は

バランスの取れた人材育成にあり、旧帝大

系大学とは一線を画していた。そのシステ

ムがここに教養科目が並んだようにも思わ

れる。しかし、次表の印象に残った教員に

ついてみると、一気に専門科目担当の教員

が並ぶ。特に経営学の大石教授はその実践

的な授業内容が多くの関心ある学生の心を

つかんだようである。一方、マルクス経済

学では、これもまた理屈だけでなく、ズバ

リと明言する内容の教授が人気だったよう

である。近代経済学では、後半就任した岡

崎教授の計量的経済学に魅了された学生も

多かった。

経済学科の専門の授業では、ゼミがその

核心を担うことになる。そこでトレーニン

グを受けて学生たちは卒業論文へ挑むこと

になる。

まず、そのゼミはどうであったのか。表

B-9 がそれである。多くが「忘却」との回

答が多かった中で、何とか記憶をたどって

回答してくれた貴重な記録である。指導教

授と指導テーマが浮き上がってくる。学生

数が増え、テーマの幅も広がり、この期間

としては最も新しい昭和 34 年卒のゼミの

数も増え、ゼミ活動が展開し始めた感を受

ける。大きくみると、それまでのマル経と

近経の 2 本柱を中心にしながらも、その周

辺の分野が新たに取り巻いていく様子が読

み取れる。これはこの時期日本経済が歩み

だし経済のみならず、社会もそれに対応し

始め、新たな価値観が生じてくるその次の

舞台の予感を感じられるように思われる。

新しい分野、世界を知り始めた学生たちの

気持ちが伝わってきそうである。
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そして学生たちの自立した卒論が、表

B-10 である。新制大学創設期の昭和 29 年

までの卒業生の卒業論文は、回答分だけで

はあるが、アダムスミスの古典経済学か

ら、マルクス主義の資本論、そして近代経

済学のケインズ経済学と経済学史の核にな

る研究から始まり、それに戦後日本の農地

改革分析が加わり、当時の戦後日本の経済

学のスタートとしてふさわしいように思わ

れる。それが次第に財政学や会計学、地方

自治論、欧米文献研究、マスコミ研究、な

ども加わり、学生たちの関心の幅も広がっ

て発展していく様子がわかる。 以上のゼ

ミや卒論もふくめ、教授、先生たちとの交

流についての回答が表 B-11 である、昭和

30 年卒業生は少ないが、それを除くと各

年次とも全体的には回答記入者の 8 割ほど

が「交流あり」としており、先生がたとの

交流は公私ともにあったことがわかる。と

くに懇親会や先生宅への訪問が多い。ま

た、それに関係して図書館の利用状況を示

したのが表 B-12 である。ここでも記入回

答者数の内の利用率は高く、図書館の利用

はかなり進んでいたことがわかる。

以上も含め、在学中の満足度とその理由

を示したのが表 B-13 である。それによれ

ば「まずまず」以上の満足度を示した卒業

生が各年度とも多い。その理由を見ると、

優れた教授陣の下で、幅広く自由に学べ、

国際感覚まで身に着けられるほど、勉学が

できたといえる。またそれ以外の満足度で

も、昼夜開講制下で、夜も勉強できたとし

ている。

そしてこのような満足度が、その後の人

生に与えた影響について、その影響レベル

と各理由を示したのが、表 B-14 である。

ここでも、「まずまず」以上の影響を受け

たとする回答者が 6 割から 8 割以上を占め

ていて愛知大学への評価は高い。その理由

は各人にとって個別的だが、研究法、研究

態度、人間としての精神力、就職成就など

があげられていて、次第に多面的になって

いることがわかる。

5. D 系列のクラブ活動状況について

表 B-15, 16, 17 はクラブ活動への参加状

況、それがその後の人生へ与えた状況のレ

ベル、そしてその際の社会参加への展開状

況を示した。

まず参加加入したクラブ活動を見ると、

当初は施設整備の関係や回答数の少なさも

あり、参加クラブ数は多くないが、それが

次第に幅がひろがり、運動系のみならず文

科系も含め、多様化していく状況がわか

る。馬術部が当初から存在しているのはも

ちろん東海地方唯一で当時としては極めて

ユニークであった。クラブ員の中には当時

の国体選手に選出され出場したメンバーも

いたほどで、今日もその伝統が生きてい

る。その背景には豊橋キャンパスが明治末

に設置された第 15 師団時代は騎馬兵が主

流であり、その後の教導学校や陸軍予備士

官学校時代も馬場が維持されていたこと

が、その施設利用を愛知大学でも可能にし

たためかと思われる。そして各クラブへの

参加レベルも高く、クラブ活動そして表

B-16 に示すように、このクラブがのちの

人生に与えた影響も大半が認めている。青

春をクラブに燃やした学生も多かった。そ

れは卒業後の社会活動にまでリンクしてい

ることがうかがえる（表 B-17）。
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6. E 系列の就職状況についての回答

戦後の新制大学では、学生時に就職の斡

旋をする傾向が強まった。とりわけ昭和

20 年代半ばの経済不況化の時代や昭和 30

年代前半にかけての就職は大変で、戦前の

第 1 次世界大戦後と同様に、「大学は出た

けれど」の状況が見られた。当時はまだい

わゆるコネの時代でもあったが、大学に就

職課が作られ、企業などからの求人の受け

入れと学生への紹介を積極的に行うように

なり、学校推薦制度が愛知大学にも取り入

れられた。しかし、不況時、学校推薦は学

生一人につき 1 回に限定されたりして厳し

いしい状況もあった。一方、「旧制愛知大

学時代」でも見たように、教授による推薦

も生きていた。本間先生や小岩井先生など

が推薦状を書き、就職先を確保したケース

もみられた。

表 B-18 は、当時の就職環境状況で、各

年次とも回答者のすべてが「かなり」「や

や」厳しいとしている。しかし、表 B-19

が示すその対応のために就職活動を積極的

に行ったかは、それほどではなく、「ふつ

う」だとか「あまりしない」が目立つ。世

の中一般は厳しかったが、個々愛知大学の

学生にとってはそれほどではなかったこと

を示している。表 B-20 はその理由の一端

を示している。就職に際し、世話になった

相手は、就職課のほか多様な世話人がサポ

ートしてくれたことがわかる。つまり、コ

ネの力でほぼそれによって就職を実現して

いたといえる。つまり、昭和 20 年代後半

は若干の愛大事件の影響があったとする記

述もあるが、現実には就職を実現してお

り、この 30 年代の不況期も就職課の斡旋

も含め、コネ的状況で学生たちは有名企業

に就職を決めている。しかも、当時の愛知

大学はこの地方唯一の法経文経系大学とし

て優れた教授陣も知られ、企業側も愛知大

学卒業生を積極的に採用した面が強く、ほ

かの大学の追随を許さない勢いがあったと

いえる。

それは、次の表 B-21 の学生たちの就職

先からもわかる。昭和 30 年代になって軽

工業から機械工業が次第に復活、起業が進

むようになる中で、愛知大学卒業生たちは

その波の第一波の前線に就業していること

が読み取れる。教員や県や都市レベルの公

務員もその波の中にあったといえ、貴重で

有用な職務を果たすことになっていった。

こうして新たな職場へ就業した愛知大学

の卒業生たちは、卒業した愛知大学をどの

ように意識したのであろうか。それを示し

たのが表 B-22 である。3 つの意識レベル

の中で、もっとも「意識した」回答は絶対

数で 17 人、「少し意識」は 1 人、「特にな

し」は 7 人となっている。最も「意識し

た」の理由は、すでに同じ職場に多くの先

輩がいたためという回答が多い。あとは初

めての愛知大学卒業生の職場であったり、

愛大が東亜同文書院からの系統であること

を知っている人が各所に多く、その目で期

待されて見られることが多かった、などで

ある。「とくになし」の回答では職場は学

歴とは無関係だったとしている。

それに関連して、表 B-23 卒業生たちの

他大学卒業生との比較上の評価についての

回答である。回答をキーワード的にならべ

た。

自己評価であるため、自画自賛的な側面

も含まれているかもしれないが、全体とし

てはネガテイブよりもポジティブな評価が
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大きく上回っている。そして卒業年を超え

て共通に評価が見られる「努力家」、「まじ

め」、「自由」、「個性派」、「独立独歩」、「良

い評価」、「自信」、「管理職」などのキーワ

ードがあげられる。そこに昭和 30 年代前

半までの職場でまじめに頑張っている愛知

大学卒業生の姿が浮かんでくる。

次いで表 B-24 の愛知大学卒業生の他大

学生卒業生との比較でみた特性認識につい

てである。前表で参られた「まじめ」」「努

力家」などの気質が職場社会の中で「組織

力」、「指導力」、「バイタリテイ」、「発言力

」など実践的でバランス感覚のある特性を

生かして、優れて活躍していたことがうか

がわれ、企業社会のなかでも評価されてい

たことがわかる。とくにこの世代は企業や

行政、教育などの各界でリーダーとして活

躍した人材が多く輩出されており、その背

景がわかる。また、自由、個性。独立心な

どは、自由な学園の基調もあって、そこか

ら芸術文化界で活躍する国際的、日本的人

材も輩出している。

7. F 系列の「愛知大学卒業生として」の

回答

ここでは愛知大学卒業生としての、愛知

大学とのかかわりについての考え方や意見

などを問うた。その回答である。

まずは表 B-25 愛知大学設立趣意書の内

容についての受け止め方、反応についての

回答である。

それによると、全体として全面的に受容

すると反応をしている点が大きな特徴であ

る。しかも、「機会あるごとに参照」、「自

分の宝だ」、「日常生活の基準にしている」

、「心に秘めている」、「この理念で生きて

きた」、「心身に染み込んでいる」、「信念を

持ち愛大を愛してきた」、「愛大はわたくし

の友達だ」などなど、自からの実践のなか

にも取り入れているなど、予想以上にこの

設立趣意書への理解と受容が大きく強いこ

とがうかがわれ、趣意書が文字通り愛大

生、同卒業生の精神と同化していることが

わかる。これは本間先生たち何人かの指導

的な先生たちが、新たなあるべき大学像を

議論検討して生み出されたとされ、そのこ

とも多くの入学学生の胸に共感として入り

込み、定着したといえる。意見の中に昭和

30 年代の学生間では希薄化していないか

という懸念が記されているが、回答者がま

さに初めて胸の内を開陳した反応から見る

と。まぎれもなく、当時もなお「愛大憲

法」として認識され「愛されてきた」とい

える。

表 B-26 と同 27-1 は、「旧制大学時代」

に書院生など外地から引き揚げてきた編入

学生との交流についての状況を問うた回答

である。それによると初期の昭和 29 年度

までの卒業生ほど接点が最も多く、昭和

31 年度の卒業生までは直接の接点があ

り、じかに交流をしていたことがわかる。

しかし、そのあとは卒業後に同窓会、寮歌

祭。霞山会などでの交流である。ところ

で、そのうちの寮歌祭は旧制高校の予科生

が主催して戦後、旧制高校が廃止された中

で、その体験を伝承しようと行われはじめ

た。そんなときに愛知大学の学長であった

本間先生が、上海にあったとはいえ、東亜

同文書院大学に昇格したときに予科がで

き、愛知大学も戦後とはいえ「旧制大学」

としてスタートしたときに予科ができた。

当然、寮歌祭のメンバー資格はあるから、
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交渉して今後参加したらどうかと卒業生に

伝え、交渉の結果、参加が認められたとい

う経緯がある。その後、豊橋校舎でも寮歌

祭の全国大会が開催されるほどになり、今

日も寮歌祭は継承されている。しかし、全

国の旧制高校の卒業生は高齢化がすすみ、

後継学校がないため、後継問題が課題にな

っている。そんな中、唯一旧制愛知大学の

予科は新制大学に世代変わりして引き継が

れており、今や、愛知大学の卒業生たちが

全国寮歌祭の役員を務め、その主催の中心

になっている。愛知大学のおかげで寮歌祭

が存続継承されているといってよい。愛知

大学の現役学生や卒業生にもっと知っても

らってもよいだろう。

それに関連して、旧制愛知大学の章で触

れたが、開学、開講の 2 か月後には、学生

たちの提案主催で豊橋市民との「市民交歓

祭」が市街地のうちで空襲を免れた市公会

堂をメインに「愛知大学」のグランドも使

っての「市民交歓祭」を約 1 週間行い、最

終日には、昨年の朝ドラ NHK［エール］

で知られた古関裕而や伊藤久男たちの歌謡

祭まで行われ、大盛況、大成功であった。

企画や運営は書院出身の最上級生たちが中

心メンバーで行い、それにより、出自がば

らばらであった学生たちはまとまり、市民

もやってきた初の大学の学生たちと溶け込

んだ。まさに愛知大学設立趣意書のうちの

「地域文化への貢献」をまっさきに学生が

実践したという驚くべき快挙であった。そ

こには書院出身学生たちの書院での経験が

発揮され、書院出身生ゆえに、空腹と物資

具足の中で、実現できた愛大創設最初のビ

ッグイベントであった。この交歓祭は終戦

直後、また大学開学直後であり、その後の

学生たちに伝わりにくかったかもしれない

が、それを問うたのが表 B-27-2 である。

イベントの 5 年後の昭和 29 年までの卒業

生は「知っている」、「知らない」がほぼ

半々であるが、その後、順次知っているが

減少している。それでも昭和 30 年代まで

一部で知られていたことがわかる。もっと

知られてよい歴史である。

次に表 B-28 は、昭和 27 年に起こった

いわゆる「愛大事件」の認知レベルとそれ

に対する「うけとめかた」についてであ

る。昭和 27 年は旧制が新制に変わった昭

和 24 年の 3 年後のことである。この件の

経過や内容については前章の「旧制愛知大

学」の卒業生の対するアンケートの部分で

触れたので、ここでは繰り返さず、その結

果だけを示したい。

まず、認知レベルは事件発生時にまだ近

かった昭和 31 年卒頃までは、「よく知って

いる」が大半を占め、昭和 32 年卒はそれ

がほぼ半分となり、昭和 33 年になると、

「多少知っている」が最も多くなり、昭和

34 年も同様である。その「受け止め方」

は「旧制大学卒生」と同様に、大学自治に

対する警察権力への強い批判が多く、本間

学長ら大学の姿勢に強く共感している。現

場で体験した学生も含め、当時の警察のや

り方への批判は、学生たちのバランス感覚

の表れであり、時代背景をベースにしたメ

ディアの過剰反応と愛知大学に対する風評

に対する学生の眼の確かさを確認できそう

である。とりわけ本間先生の正義感による

学生への弁護と大学の自治を守る主張は、

学生たちに強い共感を与えたことは、愛知

大学史の大きな汚点ではなく、さらに高く

評価されるべきこととして「温故知新」の
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モデルとすべきことを卒業生たちが教えて

くれたというべきだろう。あらためて、大

学におけるリーダーの役割が重要であるこ

とを認識させてくれる事件であったといえ

る。

では 卒業生たちは愛知大学にどの程度

の関心を持っているか、およびその理由を

示したのが表 B-29 である。

全体の関心度では「大変関心」が 45 パ

ーセントと最も多く、「多少関心」ありの

20 パーセントを加えると、65 パーセント

の卒業生が関心を持っており、関心の度合

いは高い。その理由は卒業生として当然と

いう理由のほかに、愛大の書院以来の歴史

や優れた教授陣などの特徴への自信と、子

息の入学、それゆえ愛大の動向に注目する

理由が多い。その一方、昭和 34 年卒業生

にみられるように、学生数の増加の中で愛

大の良さが劣化するのではないかとか、他

の学年の中にはローカル化や活力低下への

懸念も見え、心配する声も見られる。愛大

に対して多くの卒業生から多大な関心が払

われていることがわかる。愛大に対する一

つの世論であろう。

それがダイレクトに示されたのが表 B-

30 の「愛知大学への期待」である。そこ

には多様な提案が期待を込めて示されてい

る。その中でいわば古参の卒業生からは、

大学のリーダーである学長たちへの積極的

な発言要請が見られ、教授たちにも学術情

報の発信への期待が込められている。卒業

生の在学時代の著名な学長や教授たちの時

代の発信力に比べて、今日それがかなり少

なくなっていることへの物足りなさのあら

われであり、愛知大学に誇りをもち自信を

持つって愛するが故の卒業生からの危惧の

念の表れだといえそうである。表中に示さ

れた個々の期待は、それをどのように打解

するかの具体的な方法が寄せられとみて良

いだろう。愛大の創設期からの歴史的展開

を共通のベースにしたうえでの、そこから

発信発達できる各分野への展開であり、突

飛なことではない。学外の眼の客観性と確

かさをふまえたその指摘は参考になりそう

である。

次はこのような卒業生たちが愛大情報を

どこから入手しているかの回答である。そ

れを示したのが表 B-31 である。情報源は

こちらで可能性のある項目を上げさせても

らった。その中心は古くからの「愛大通

信」、そして「同窓会報」、そして「メディ

ア」で、「大学ホームページ」は、その後

のことである。これは古い卒業生には苦手

かもしれない。「愛大新聞」はあまり情報

源にはなっていない。かつては新聞部が独

立自立的に発行し、ジャーナリズムも目指

そうとする部員の力で格調が高かったが、

今日では自治会の機関紙的発行となり、幅

広い取材をベースにする記者魂は弱く、そ

の目線は異なっている。新聞部は学内でも

独立すべきで、かつての輝かしい時代へ戻

るべきであろう。学生の眼から卒業生たち

にも読みたくなるような情報を提供して、

大学と卒業生をつないでほしいというのが

このアンケートからの感想である。

同表では「同窓会報」はもっとも多い情

報源になっているが、その活動の根源であ

る同窓会への出席状況の回答を示したの

が、表 B-32 である。よく出かける会員も

各年代にみられるが、出席できない、ある

いは時々出席だとする回答が過半数を占め

ている。これはその理由を見ても高齢化で
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会場へ行けなくなったこと、同年の知り合

いがめっきり減少したためだとしている。

今回のアンケート対象の卒業生は、繰り返

すが、ほぼ 85 歳以上であり、身体的にか

つてのように自由が利かなくなってきてい

るということであろう。それだけになおよ

く出席する 22 人の回答者、時々出席する

7 名の回答者は十分元気な長寿の方々だと

いえる。

しかし、それでも全体としてみると、こ

の年代の方々も何とか同窓会を盛り上げた

いと思っておられることが伝わってくる。

そこでこの年代の方々から、どうしたら同

窓会を活性化できるかについての、つま

り、魅力度アップのための方法を回答して

いただいた。それが表 B-33 である。みな

古くからの同窓会出席者たちであり、その

提案はかなり具体的である。色々見るとま

ず新人には会へ顔を出してもらい、その楽

しい雰囲気とネットワークの人脈も知って

もらうことかと思われる。いつも会費問題

が課題に出るようだが、その会の工夫の雰

囲気から新参者にも気持ちよく会費を払っ

てもらえる工夫がみえてくればと期待した

い。

以上の愛知大学との関係の中で、あらた

めて愛知大学をどう見ているかについて、

その回答を表 B-34 に示した。記入すべき

問いが続いたせいか、あるいは愛大情報を

十分得ていないせいか無記入も見られた

が、その中での回答分を示した。それらを

見ると、卒業生たちは、評価もする一方、

もっと発展させてほしいという意見や提案

が多くみられる。ここでもその根底には愛

知大学誕生の歴史さらに高めてほしいとい

う気持ちを踏まえて抱いてきた誇りを、さ

らに高め、大学自体がさらに発展してほし

いという強い気持ちが表れている。卒業生

からこのような熱い視点が投げかけられて

いること自体にも愛知大学の良さがあると

思われるが、それだけに卒業後社会人を踏

まえた卒業生たちの視点や提案は、大学の

エネルギーにしていくべきであろう。

そしてその期待は後輩の学生たちにも投

げかけられている。表 B-35 は、「後輩た

ちに伝えたいこと」の回答である。

学生を経験し、社会人を 50 年あまりに

わたって経験した卒業生からの伝言は価値

がある。ここでも愛知大学の「旧制大学」

時代以来の歴史を学び、自信と誇りをもっ

て学び自立し、活躍してほしいという願い

がこめられている。創設期以来、「自由、

受難」の学風の中で、自立と学びをめざ

し、そして愛知大学を自分たちが支えて来

たという自負心にもあふれているようにみ

える。ここでは一人一言ずつの伝言である

が、そこに長い人生からの知恵が詰まって

いる。大先輩たちの言葉が現学生たちに伝

わればと願いたい。

そしていよいよ問いはクライマックスへ

進む。表 B-36 と表 B-37 の内、前表は各

人の「人生の満足度」の回答であり、その

満足度と愛知大学との関係の回答である。

前表では無記入回答はかなり少なく、関心

が持たれた問いであったといえる。回答の

内「大いに」と「まずまず」が 3 分の 2 を

占め、無記入を含めても約 6 割を占める。

「不満足」は少ないが、これはほかの関連

した問いから不本意な就職などの理由がう

かがわれる。いずれにせよ、卒業生の多く

は人生がほぼ満足だったことがわかる。

そして次の「愛知大学との関係」を見る
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と、「大いに」と「多少」の関係があると

する回答が約 6 割弱の 57 パーセントを占

め、大きくみれば若干のばらつきがみられ

るが、愛知大学との関係は有為に認められ

る。次の図 B-38 は、両者を相関図として

示した。全体として右上がりの相関関係が

見られる。このことは学生の個々の大学で

の機会が、学生のその後の人生を左右する

傾向があるということであり、在学中に教

授や事務職員、諸施設、クラブ活動などを

通して、大学と学生がどうつながりを持て

たかは相互にとって重要である。とくに教

育レベルでは、一般授業はもちろんだが、

とくに個々の学生とつながるゼミと卒業論

文作成の際の指導環境の充実、また学生の

クラブの充実支援やキャンパスライフ、さ

らに環境整備の支援などが重要であろう。

それらは次の表 B-39 、「愛知大学から

得たもの」の回答に集約されている。回答

数も多く、反応は高く、この問いに関心が

かなり高かったといえる。

その内容は、類似部分は若干取りまとめ

たところもあるが、全体としては、愛知大

学時代から多くを学び、それを社会に出て

役立たせ、実践したというまじめな回答に

満ちている。戦後の厳しい時代、勉学が大

学でのまだに学びの場所であり、そこで努

力し、多くの学問を積極的に吸収しようと

した姿が伝わってくる。また学問だけでな

く、それらを通して価値観や生活訓なども

吸収し、その後の人生や社会に役立ててい

ることもうかがえる。

この時代、創設期の愛知大学から、優れた

教授陣たちとの学びの交流を通して、この

時期の卒業生たちは、骨太の愛大生、さらに

は愛大人をつくり出したということがわか

る。いわば愛大力の伝統の原点を創出した

といえる。また経済学科の卒業生たちは、就

業地は関東など全国にも広がるが、最も多

く就業した東海地方では、このあとの高度

経済成長期に、まだほとんど競争相手のい

ない経済学を学んだ社会人として、この地

域の経済界を支え、この地域の発展の大き

な力となったといえる。

 

i 藤田佳久編（2020）『東亜同文書院卒業生の軌跡を追う』、あるむ。131～138．
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【卒業生アンケート調査報告特集】

第 3 章 「新制愛知大学」法経学部法学科卒業生たちの在学時代とその後の軌跡

はじめに

ここでは前述の経済学科に次いで法学科

の昭和 34 年卒業生までに対するアンケー

ト調査の結果を示す。

「旧制愛知大学」から「新制愛知大学」に

なった経緯は前章の経済学科誕生の節で示

したのでここでは省き、すぐにアンケート

結果についてみていく。なお、回答数は 47

名であった。

A 系列の出身校や志願理由などについ

て

表 C-1 は、法学科入学制の出身校の一覧

を示した。学年によりに人数が異なるのは、

初期ほど高齢化が進みまた入学生の数も多

くはなかったからである。

昭和 33 年以降は多くなっているが、高齢

化に多少幅があり、入学者数も増えたため

で、いずれにせよ、その全貌は示されない。

初期には一部旧制の名残があるが、ほとん

どは高校からの進学で、旧制大学時代とは

異なり、東海地方の高校からの入学生がほ

とんどである。経済状況が厳しく大都市の

大学もまだ十分復活していない中、東海地

方から他地域へ進学することはむつかしく、

したがって全国から愛知大学へ進学するこ

とも困難で、旧制大学時代の海外からの引

揚げ学生の入学もすでに終っていた。

表 C-2 は法学科へ入学した学生たちが、

愛知大学をどう知ったかという点の回答で

ある。当初はその情報源は限られていたが、

それが次第に多様化し、愛大を知る人たち

が増え、それらの人たちからの情報を得ら

れるようになったことがわかる。

次いで、表 C-3 は、愛知大学への志望理

由についてである。自分の将来の方向と、愛

知大学についての「引揚げ大学」、「東亜同文

書院」、「優れた教授陣」への魅力とその内容

が、強い志望動機になっている。

いよいよ入学時の授業料や生活費の工面

についてを表 C-4 と 5 で回答を得た。それ

によると、授業料については、6 割ほどが親

から支えられ、後の半数は奨学金やアルバ

イトに依存している。これは生活費につい

てもほぼ同様である。当時の愛知大学は、勤

労青年の進学も誘導するために授業料は安

く設定されており、勤労青年の入学が実現

していたといえる（222 ページ参照）。

 B 系列の入学理由について

こうして入学した学生たちが法学科を選

んだ理由は表 C-6 に示した。それによると

前述の優れた教授陣をベースに、法律学を

学びたいとする明確な目的が見られ、中に

は新しい社会を開こうとする夢も抱いてい

る入学生もいる。後半になるとその理由も

人数が増える分、幅が出できている。

C 系列の在学中の学業についてなどの

回答

こうして法学科で学び始めた学生たちの

学業へのウェイトについての回答を表 C-7

に示し、その理由について同 8 に示した。

まず表 C-7 での学業のウェイトを見ると、
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学業中心が圧倒的に多く、強い勉学意欲で

もって学んでいたことがわかる。これは前

述の経済学科も同様で、当時の愛大生の学

業への志向性の強さが伝わってくる。大学

のまだ大衆化が始まる前の時期であった。

その理由を同 8 でみると、大学は学ぶとこ

ろであり、学生として当然のことだとする

回答が目立つとともに、その具体的内容に

ついては法律学への熱意があふれている。

目標を持つと、遊んではおられないという

決意が伝わってくる。

どの授業に興味や関心を持ったかについ

ての回答が表 C-9 である。法学関連の科目

がならぶが、教養科目や語学にも広がりが

見られ、幅広い関心が見られる。その中で

「印象に残った先生」については、表 C-10 

に卒業年次別に示した。当初に国文学の久

曽神先生があげられ、また若干の語学や哲

学の先生の他は、ほとんど法学専門の教員

たちが並び、赴任してきた年次別の傾向が

わかる。久曽神先生は古典和歌集の大家で、

語り口も面白く全学で人気があった。のち

に学長になっている。挙げられた教授はそ

の任期によって異なるし、授業の持てない

学長の期間によっても異なるが、小岩井、酒

井、長谷部、細迫、脇坂、園部、勝部、松坂、

大林などの教授が印象を残している。

表 C-11 は、ゼミ担当と科目で、年度別に

ゼミの幅が広がり、充実していく状況がわ

かる。また、表 C-12 は 卒論のテーマと指

導教員を一覧した。テーマは時代の問題テ

ーマを取り上げて興味深い。それに関連し

て、先生との交流はゼミ指導や懇親会、先生

宅訪問などで活発に行われ、（表 C-13 ）、図

書館利用（表 C-14）もそれなりにすすめて

いたことがわかる。

こうした学業も含め、在学中の満足度と

その理由を示したのが表 C-15 である。それ

によると、「大いに満足」が最も多く、「まあ

まあ」のレベルも理由を見ると勉学は充実

していたとの回答が多く、一流の教授陣の

もと、国際感覚も身につけつつ各学年とも

満足していたことが示されている。法学科

はより専門性が要求されるだけに、在学生

はそれを目指して学んでいたことがわかる。

ではそのような学業が人生への影響はど

うだったのか、またその理由を示したのが

表 C-16 である。全体としては、「大いに」

と「まずまず」が 7 割以上を占め、学びと

ともに、思考方法の習得が、学び続けること

を通じて、社会人になって、また職場にあっ

ても極めて有用であったことを示している。

このように法学科生の多くは、学びを通

して充実した学業生活を送り、それがその

後の社会人生活にも反映したことがうかが

われる。

D 系列のクラブ活動について

一方、クラブ活動の状況はどうであった

のかを示したのが、表 C-17 と同 18 である。

まず加入状況を見ると学年が進むにつれて

施設整備も進み、創部に尽力する学生も出

てきて、年々クラブが幅を広げたことがう

かがわれる。また、参加レベルも高かったこ

ともわかる。同 18 のクラブ活動の人生への

影響「大いにあり」が過半を占め、人生を豊

かにしたことがわかる。それは表 C-19 の社

会参加へもつながったことも納得できる。

E 系列の就職に関する回答について

ここでは卒業後の就職状況についての問

への回答である。
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表 C-20 での就職活動レベルは、表 C-21

ではかなり就職環境が厳しい状況の中で、

積極的に行っていない状況が見えるが、こ

の根底には公務員試験や教員志望、弁護士

志望などの 受験組が多く、民間への志望

が少なめであったことによると思われる。

厳しい環境は、当時の経済不況と新制大学

がこの時期一斉に就職市場へ参加してきた

面もあった。そのような中で、多くの学生が

あまり動かなかったのは、表 C-22 に示すよ

うに、大学就職課による正攻法のほか、様々

なコネクションが機能していたことがその

背景にあった。当時は就職に際しては、コネ

クションによる就職が広く行われ、そのコ

ネクションに恵まれない学生が、就職課に

お世話になるという局面もあった。しかも

就職課による学校推薦は一人につき 1 件に

限定されていた。今日のように就職解禁日

が設けられていたり、大学就職課が一手に

学生の就職の世話をするという状況ではな

かった。しかし、愛知大学には卒業生の信頼

も得て、大学への求人も多く、求人票から就

職先を決定したケースも多々見られた。

表 C-23 はこうして決定した就職先の回

答分である。それによると、弁護士や法務

局、同少年院、通産局、府警、県警、県庁、

市役所などの法学科卒業の専門的な就職先

をメインとした特徴がみえるほか、学校教

員、一流の民間企業、メディアなども多く、

幅は広い。法学教育はかなりの成果をあげ

たといえるように思われる。

こうして就職したさきでの愛知大学への

意識を問うたのが表 C-24 である。それによ

れば、学歴を重視していないという就職先

の 7 人以外は、多少以上に意識したことを

回答している。その多くが具体的には職場

にすでに先輩が多くいたり、母校への誇り

を大事にしたり、学校推薦ゆえの就職のた

めだったり、また愛知大学が東亜同文書院

の系統だと多くの人がし知っていたため、

母校も含め、その名を汚さないように意識

したなどの回答が多くみられた。

それと合わせて自己評価として、愛知大

学卒業生の他大学卒業生と比較したときの

評価と愛知大学卒業生の特性を問うた。ま

ず、評価（表 C-25）を見ると、まじめ、責

任感、闘志、努力、勉強家、反戦、他などの

キーワードがならび、高い評価をしている。

次いでその特性を見る（表 C-26）と、自由

で世界まで意識するほど視野が広く、まじ

めで責任感もあり、社交的で協調性もあり、

エネルギッシュであること、そして気質は

早大や明大と似ているとする指摘もある。

一方、玉石混交で、際立った特性はないとす

る指摘もある。多様な見解もあり、全体とし

ての偏狭性が見られないところは、愛知大

学卒業生の特性かと思われ、実社会で活躍

してきた姿が浮かんでくる。

F 系列の「愛知大学の卒業生として」に

ついての回答

ここでは愛知大学生の卒業生として、愛

知大学をどうみているかの問への回答であ

る。最初に愛知大学創設の原点である「愛知

大学設立趣意書」をどのように受け止めて

きたかという点である（表 C-27）。平和と自

由の大切さ、自由と受難など、戦時体制から

解き放たれた戦後の雰囲気を十分に感じた

卒業生は、昭和 30 年代の初期においてもこ

とさらに実感として味わったことであろう。

そのあと、世の中のおちつきが出てくる中

で、真理の探究、地域社会や文化への貢献、
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自らの実践活動へと広がり、この趣旨への

誇り、継承へと趣意書の持つ重みを実感し

ている。特にこの趣意書の根幹の精神に開

眼し、先の経済学部生と同様に、実践活動ま

で展開する卒業生が出てきたことはこの趣

意書が持つ大きな力の存在感が示される。

まさに高い理念と志を示した「愛大憲法」と

なったといえる。

ところで、開学当初の「旧制大学時代」に

外地から大学へ編入学した書院生は最も多

かった。その書院生との交流はどうであっ

たかという問いへの回答である（表 C-28）。

書院生は経済学科へ編入学したため、法学

科との接点は多少少なかったかと思われる

が、これを見るといろいろな場で交流して

いることがわかる。ここには出てこないが、

書院生はほとんど寮生活であり、寮での交

流はかなりあったのではないかと思われる、

そしてこの寮生の書院生からの刺激は強か

ったことは他所で記されている。

次いで、授業開講の昭和 22 年の 6 月に、

愛知大学の学生たちは空襲で焼け野が原の

広がる豊橋市民に呼び掛けて、市民との文

化交歓祭を提唱し、約一週間、市内をめぐる

仮装行列から始まり、市公会堂と開校した

ばかりの愛大グランドで講演会、演劇、演奏

会ほか各種の文化祭や愛大グランドでの運

動会などの行事を実行した。最終日には、昨

年の NHK 朝ドラの「エール」で描かれた古

関裕而とコロンビア楽団そして伊藤久雄ら

の音楽祭が盛り上がった。この文化交歓祭

のまとめ役となって活躍し、のちの外交官

となった小崎昌業が公会堂の最上段から数

千人の集まった市民に対して挨拶をしてい

る。詳しくは、旧制大学と経済学科の卒業生

アンケートの項で説明している。

この愛大として最も古い学生行事の認知

度を表 C-29 示した。多くの当時の卒業生が

なくなってしまった今、これを知っている

という回答は 3 人だけである。具体的内容

については断片だが記憶していたことがわ

かる。これは愛大の学生の最初の大きな行

事であり、これによりはじめての学生自治

会が誕生している。そして少しあと、格調高

い「愛知大学学生新聞」が有志により創刊さ

れた。

愛知大学に降りかかった最大級の事件は

「愛大事件」であった。これも経済学科でそ

の経過は触れたので、ここではアンケート

だけに絞る。表 C-30 はこの「愛大事件」の

認知とその受けとめ方についての回答であ

る。多少知っているとの回答者は、回答者の

7 割を超えている。法学科生として一段と関

心は高かったと思われる。全体としてみる

と法学科の学生たちの視点で見ているとこ

ろがうかがわれる。すなわち、外部からの権

力に対して学生と大学側、とくに本間学長

らの献身的尽力で対応できたこと、とくに

本間学長の正義感と愛大への愛着は感動的

であったとする受け取ら方がその核心を構

成している。その意味で法曹界も目指そう

とする学生たちにはまさに生きた教材であ

り、それを身をもって教えることになった

本間学長への尊敬の念が伝わってくる。し

かし、この事件は愛大がまさに発展しよう

としていた時期に風評による痛みを与えた

のは事実であった。しかし、経済学部もそう

であったように、現場を目の前にした学生

たちは物事も筋をきちんと理解しており、

風評に惑わされなかった点は十分に評価さ

れてよいだろう。そのような回答は、経済学

科でも共通しており、愛大生は大学指導部
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への強い敬意と共感を抱いていたことがわ

かる。

次は、こうした出来事も含みつつ愛大は

発展し始めるが、その後も含め卒業生たち

の愛大への関心についての問への回答が表

C-31 である。

それによると、「大変関心」は最も多く、

回答者の中では 7 割が関心を持っている。

その理由は、強い母校愛とその母校の動き

およびその活躍を期待していることからで

あることがわかる。

この期待情報については表 C-32 に示す。

ここでは卒業生たちの知りたい情報があげ

られ、愛知大学の動きや質的向上に加え、教

授、学生や卒業生も含め、その活動を広く知

らしめるべく、もっと広報活動を活発にし

てほしいとの期待にあふれ、そして最も愛

大のレベルアップを望んでいることがわか

る。

表 C-33 は、そのような愛大情報を➀から

⑧の中から選んで示してもらったものであ

る。それによると、最も多いのは「同窓会報」

で、次いで「愛大通信」、次いで一般のテレ

ビ、新聞の順になっている。

「同窓会報」が最も多いということは、同

窓会とのつながりがあるということであろ

う。そこで次に、同窓会への出席状況の回答

を見た。それが表 C-34 である。それによる

と、高齢のためか「時々」出席という回答が

最も多く、「いいえ」の回答も多い。その理

由は欄の下に示したように、高齢化による

ものである。「通知がこない」という回答者

もいて、きめ細かな情報発信が必要なこと

を示している。

それはまた、同窓会の魅力を発揮する必

要があることでもある。そこで同窓会の活

発な活動のための魅力アップ法を問うてみ

た。その回答が表 C-35 である。日頃実感し

ている卒業生からの提案であり、いろいろ

な課題の克服案でもありそうで、同窓会運

営の関係者には、十分参考になるものと思

われる。

以上は、卒業生が愛知大学をどうみてい

るかという点にもつながる。表 C-36 は、そ

れを示した。それによると、初期の卒業生か

らは大学の発展ぶりを評価している一方、

昭和 30 年代の卒業生になると、豊橋校舎へ

の新学部設置、海外提携大学との交流の活

発化、愛大出身の愛知大学教授の増加、教授

陣の充実、大学の建学精神と理念の目標の

明確化、書院史と愛知大学史を学生に教育、

全国区型大学への指向など大学への要望に

つながる内容を挙げており、社会人として

外から見た大学への要望に満ちている。そ

れだけ、大学への期待が大きいということ

である。

また後輩へ伝えたいことも多くあり、そ

れを表 C-37 に示す。そこには、社会経験豊

かな卒業生から、親身になった珠玉の言葉

が伝えられている。ぜひ、「大学通信」誌上

で後輩たちに伝えたいところである。

そして図 C-1 は、卒業生の人生の満足度

とそれの愛知大学との関連度を示した相関

図である。それぞれが主観的な評価だと思

われるが、自己評価によるものといえる。凡

例には各卒業年度別生別を示した。それに

よると、全体としては右上がりの傾向線が

引けるほど相関性が高く、人生の満足度が

愛知大学によってもたらされたと判断でき、

大学の存在感と評価につながるといえる。

なお、図中相関の方向性から外れた数人の

点が図の左方側にみられるが、これらの卒
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業生は、集団の傾向からは独立的な人生だ

ったといえそうである。

以上に関連して、最後に、表 C-38 は法学

科の卒業生たちが、愛知大学から得たもの

を挙げてもらった。それによると、当初の卒

業生が「自由な研究ができ、授業以上に役立

つことが多かった」というその内容が、それ

以降の卒業生にも同感されて継承されてお

り、指摘された個々の宝物につながってい

るものと思われる。それがまた前表の愛知

大学から得た満足度につながっているとい

えるだろう。

いずれにせよ、理論と実践という法学が

持つ特性は、卒業後、直ちに社会とつなが

り、実践できる側面があり、まじめに勉学に

取り組んでいたことがわかり、その分、学

業、またその後の人生の志の軸になってい

たということがうかがわれ、それが法学科

卒業生の特性を形成したように思われる。
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【卒業生アンケート調査報告特集】

第４章 「新制愛知大学」文学部卒業生たちの在学時代と卒業後の軌跡

1. はじめに

「旧制愛知大学」に文学部ができたのは、

昭和 24 年（1949）の学制改革により、「新

制大学」制度が誕生したときである。旧制大

学も新制大学へ移行し、愛知大学も同様で

あった。この時に全国で専門学校などが、新

制大学へ昇格し、各地に新制大学が生まれ、

「駅弁大学」と揶揄されたりした。

愛知大学は、この時に文学部を創設し、法

文系だけでなく、文科系総合大学を目指し

た。いわば実利だけでなく、人文系の教養分

野へも幅を広げようとした。当初はその第

一歩として社会学科を全国で初めての学科

として誕生させた。それは京城帝大から着

任した、戦後に文化人類学といわれるよう

になったその第一人者であった秋葉隆教授

や海外留学の経験もある農村・都市社会学

の第一人者であった鈴木栄太郎教授などが

学科創設にかかわったからである。国文学

科も当初に計画されたが、2 年目になって創

設された。そのご後も中国文学、英文、さら

に国史の専攻が旧帝国大学の講座制方式で

開設され、昭和 34 年度すぎからも次々と

様々な専攻が設けられ、それぞれその分野

の第一人者が着任した。

今回のアンケート調査では、できたばか

りの社会学、国文学、中国文学、英文学、国

史学の専攻がその対象になった。文学部は

経済学や法律学と違い実利の科目ではなく、

戦後のこの時期のまだ経済的に貧しい時代

には、志願者もそんなに多くはなかった。そ

れに、東海地方はその後のものづくり地域

となったように、実利に指向する傾向が強

く、その影響もあり、その後の文学部の隆盛

までには少し時間がかかった。その意味で、

愛知大学が「知を愛する大学」と称する以

上、この人文系分野はそれを正面から支え

る新分野だとみることができ、愛知大学の

もう一つの柱になったと言えよう。

しかし、そういう経過があり、新制文学部

のアンケート対象者はこの時期まだ少なく、

今回表 D-1 に示すように、回答者は合計 10

人に過ぎない。そしてそのなかでも社会学

科が半分の 5 人を占めるため、まとめの上

で、社会学科とそのほかの学科として便宜

上区別してまとめた。以下、前述の学科と同

様に区分しながら見ていく。

2. Ａ系列の入学状況について

表 D-2 は入学生 10 人の出身校である。地

元校も並ぶが、新設の文学部ゆえか、長野、

京都、島根など遠隔地からも入学している。

愛知大学を知った理由は表 D-3 に示すよう

に、学部や学科の創設情報とベースになる

書院からの伝統とそれに対する信頼があっ

たということであろう。表 D-4 は就職、大

学の立地、共学、通学、有名教授などがあげ

られ、さらにそれが入学理由になると、愛大

との関係や学風、授業料、新学科や専攻の新

設、勉学意欲などがより目的意識の中で掲

げられている（表 D-5）。

3. Ｃ系列の学業状況について

次に実際の学業状況についてである。表
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D-6 は学業のウェイトとその理由について

である。全員学業へのウェイトが大きく、バ

イトもせず勉学に集中し、科目名と教授名

を列記できるほどそれぞれのその勉学目的

がはっきりしている。

表 D-7 は興味や面白かった授業も社会学

科、他学科ともに具体的に挙げられ、勉学に

夢中になっていた証であろう。表 D-8 の印

象に残った先生は両学科とも優れた教授た

ちの名前が挙がっている。英語担当の若江

教授はサンスクリット語まで教えていたと

いう。

授業の内、ゼミとそのテーマについては

全員が思い出したわけではないが、中国語

では鈴木択郎教授の馬力が伝わってくるほ

どである。また社会学では秋葉教授による

社会調査が始まっており、この伝統がその

後の社会学科における渥美半島、志摩地方、

富山村など農山漁村調査に発展していくそ

の原点であった（C-9）。

そして大学時代の勉学の集大成である卒

業論分では、学生のオリジナリテイを感じ

されるテーマがならぶ（表 D-10）。人文系の

蔵書はまだ少なかったであろうが、図書館

もそれなりに利用し（表 D-11）、教授から参

考書も借りたりしている。このようにゼミ

や卒論を通して、教授たちとの交流は活発

であった（表 D-12）。

したがって、在学中の満足度は高く、全員

がほぼ満足している。その理由はそれぞれ

が先生や仲間とともに学んだ様子も伝わっ

てくる（表 D-13）

それゆえ、愛知大学での学業が人生に与

えた影響も大きく、色々な力を得たことが

あげられている（表 D-14）。

4. Ｄ系列のクラブ活動について

つぎに文学部の卒業生のクラブ活動につ

いて見てみる。

表 D-15 は参加クラブの一覧である。運動

系では空手クラブが一人いるだけで、あと

は全員文科系クラブである。当時の新聞部

は創部をして、その頃は優れた評論も含む

新聞発行の伝統を作った。その伝統の中か

ら、マスコミ界へ就職した卒業生は多かっ

た。いずれのクラブ員はクラブ活動も熱心

だったことがわかる。

そんなクラブ活動の良かった点とそのご

の人生への影響も大きかったこと、就職の

も役立ったことがうかがわれる（表 D-16、

17）。

5. Ｅ系列の就職について

では、学業の後の就職へはどのように取

り組んだのであろうか。

表 D-18 は就職活動状況についてである。

全体としてはかなり積極的なケースとそん

なでもない状況が見られる。その理由は鍋

底不景気時代に東京で就職を混ざす積極者

のいる一方、他は教員志望であったり、すで

に公務員や教員に決定していたという余裕

もあったようである。しかし、一般的には就

職環境はかなり厳しかったことは他の学科

と共通する（表 D-19）。

その結果の決定した就職先を示したのが

表 D-20 である。社会学科は公務員や著名な

企業、ほかの学科では教員や大学など、目指

した就職をそれぞれ確保し、学科の特徴も

よく出ているといえる。

では、それぞれが就職先でどのような愛

知大学卒業生としての意識を持ったのであ

ろうか。それが表 D-21 である。いずれもそ
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の意識レベルは高く、その理由はすでに先

輩が同じ職場にいたり、愛大がその就職企

業による指定校であったり、まだ愛大が十

分知られていない関西ゆえに頑張るとか、

それぞれの職場の中で、愛大を意識の軸の

中心においていたことがうかがえる。表 D-

22 は他大学と比較した評価であり、ここで

も自由な思想を持ちつつ、頑張っていて、高

く評価されているとしている。さらに、卒業

生の特性については、とくにこういう分野

に関心のある社会学科生は、自由な思想と

発想、それに粘り強さを指摘している（表

D-23）。

6. F 系列の「愛知大学卒業生として」の意

識や関心について

まず、開学時代のうち、表 D-24 は、「愛

知大学設立趣意書」への受け取り方につい

てである。それによるとそれを意識したと

いう回答が大半を占め、くりかえし読んで

大きな影響を受けたり、その後の職場や社

会人として国内外での国際交流時にも役立

ち、またみずからも実践したという回答者

も見られる。旧制、新制の法経学部の卒業生

たちと同様、設立趣意書が「愛大憲法」にな

っていたことがわかる。

次いで新制としての文学部では少し時間

がずれるが、大学創設期の編入学生であっ

た東亜同文書院生やそのほか国外からの編

入学生との交流については、表 D-25 に示

すように、7 割以上の回答者に多少なりとも

交流があったことがわかり、その内容を見

ると、直接交流し、影響を受けたケースもあ

ったことがわかる。

また開学開講直後に、他学部の章でもふ

れたように、学生が主催した豊橋市民との

交歓祭についてであるが、表 D-26 に示す

ように、これについての認知は一人のみで、

この新制大学の時期になると、だいぶ時間

が経過しており、また大きく制度の改革な

どもあり、先輩たちの戦後の市民との文化

交流の大活躍が伝わりにくくなっているの

は残念である。

そして次は「愛大事件」をめぐってであ

る。その認知レベルと受け止め方を示した

のが表 D-27 である。これによると、回答者

全員が多少知っているというレベル以上で

あり、広く知られていたことがわかる。しか

も多くが大学に自由・自治と学問の自由を

守る反応を示し、当時の学長たちの努力に

敬意を払っており、新制他学部や旧制法経

学部の卒業生たちとほぼ同様の反応を示し

ている。愛大事件はその点で、マスコミも飛

びつき、世の中に流布されたデマの風評に

は流されない、本来の大学の姿を学生たち

に認識させたといえる。こうしていわば愛

大精神がこれを通して形成されたといえる

だろう。

その点に関係するかもしれない次の「愛

知大学への関心」は、ほぼ全員にあり、職場

や大学とのつながりが見られる（表D-28）。

そのさい、愛知大学に関する情報の入手先

を見ると、他学部と同様にやはり「愛大通

信」は 7 割、と「同窓会報」は 6 割が中心

になっている（表 D-29）。

そのうち、同窓会出席による情報は 3 割

となっているが、その同窓会への出席状況

は幅が広く、理由も多様で、高齢でもなお元

気に出席する卒業生もいるが、この世代と

しては高齢化や病気などが出席にブレーキ

をかけつつある側面もみられる（表D-30）。

いつまでもお元気で愛大史の証人であって
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ほしと願いたい。またあわせて、同窓会の活

発化のために、同窓会の魅力アップについ

ての問（表 D-31）に、会員の年齢差による

意識の違いを認識し、それへの対応に大学

との共同路線の必要性を説いているのは、

長老会員の年の功であろう。その際の会費

の年齢を考慮する方法は他学部でも挙げら

れていた。そして情報から漏れている会員

への情報提供をこまめに実施することも指

摘されている。宝飯郡の会員へは一切情報

が来ないという他学部の卒業生からの指摘

もあったのを見ると、同窓会の仕組みの検

討につながるかもしれない。

アンケートも終盤、「愛知大学をどうみる

か」については、「今のままでよい」、あるい

は「経営の安定を」、という意見があり（表

D-32）、「後輩たちへ伝えたいこと」につい

ては、大学の設立趣意書の理解や愛知大学

史を学んでほしいという願いが見られ（表

D-33）、これは他学部卒業生の強い願いと共

通する。

そして「愛知大学から得たもの」（表D-34）

については二人の回答のみではあるが、見

事に「自由な発想・精神」に集約されていて、

他学部とも共通する。

最後に、人生の満足度（表 D-35 )とそれの

愛知大学との関係（表 D-36)を問うた。前者

は「まずまず満足」以上、後者は「多少関係」

以上が多く、人生の満足度と愛知大学との

関係性がうかがわれる。それを相関図で示

すと図 D-5 のようになり、標本数は少ない

が、ほぼ右上方へ伸びる傾向線は正の相関

関係を認めてよい。これも他学部と共通す

る。大学の機能と存在感が認められたこと

になる。

7. おわりに

昭和 34 年の愛知大学卒業生の中では、旧

制大学から新制大学へ移行した中で誕生し

た文学部は新制大学学部の新しい文化・教

養部門の強化として誕生した。これは愛知

大学の本間学長はじめ指導者たちの卓見で

あった。しかし、戦後のまだ日本経済、社会

が動き始めたばかりの時期では、戦災復興

や食寮不足という基調にあり、文化・教養分

野の学問は少数派で、志願者も少なかった

のは当然であった。それゆえに、そのような

中で、この文学部へ飛び込んできた学生た

ちは、学問に飢えた若者であり、少ないアン

ケート数ではあるが、それが個々に伝わっ

てきて、純粋で情熱的であったように見え

る。その後の高度経済成長期以降の文学部

の志願者の急増ぶりを見ると、ようやく東

海地方にも文化・教養の波が押し寄せてき

たことがわかる。筆者は昭和 41 年にできた

文学部地理学専攻に昭和 54 年（実際はその

前年）に着任したが、当時定員 15 名のとこ

ろへ毎年 300 名ほどが志望してきて、最高

人数でほぼ 400 から 450 名が連年志願して

きた。入試の採点時に合格点を 1 点下げる

と、それで定員をすぐオーバーし、苦労した

ことなどを思い出す。その後、有名大学の教

授になって実績を積んだ教授が、学会の懇

親会の席で、愛大の地理学専攻へ 3 年間チ

ャレンジしたけど入れてもらえなかった、

と挨拶にきたことがあった。「すいませんで

した。まあ 運みたいなものですね」と答え

たが、きっとそれをバネにして頑張り、大成

したのだろうと思った。この時期、私学の地

理学専攻の中で、愛知大学は明治大学に次

いで 2 位だと受験誌編集者が教えてくれた。
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経済発展が文化や教養分野に新しい世界

を生み出し、愛知大学文学部はこの分野で

は東海地方のパイオニアになったと言えた。

その例を愛大文学部の発展過程からうかが

い知ることができる。

今回の文学部卒業生からの回答者はまだ

少なかったが、東海地方の文化・教養分野を

切り開いた先駆的卒業生であるという視点

から見ると、個々の回答も生き生きとして

くる。そんな目で文学部の創設期の卒業生

を改めて見直したように思う。
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〔付記〕旧制、新制にわたり、愛知大学への

志望理由の一つに「学費の安さ」が挙げられ

ていた。実質的オーナーがおらず、教員が経

営を担当する仕組の中で、戦後の勤労青年

たちへの勉学の機会を与えようとする愛知

大学の基本路線があったためでもある。そ

こでその実体を把握するため諸データをも

とに下記の「参考図」を作成し、示した。そ

れによると、やはり愛知大学の授業料は他

私大に比べ、かなり安く据え抑えられ、経営

努力もしていたことがうかがわれる。その

点では愛知大学が、東海地方の高等教育を

支えていたことがわかる。
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【卒業生アンケート調査報告特集】

終章 結びとあとがき

1. 愛知大学史の見直し評価

以上、愛知大学の創設期の雰囲気の濃い

昭和 34 年の卒業生までについてのアンケ

ート調査の結果をそれなりにまとめてきた。

その理由は『愛知大学五十年史』が、もっぱ

ら大学の組織変更や大学側が見た出来事な

どは記述されたが、学生や卒業生に関する

記述はほとんどなく、どのような学生が育

ったのかという観点がなく、しかも現在、当

時の卒業生はすでにその多くが他界してお

り、そのような中で、なお元気な方々からま

ず、当時の学生生活や就職後の生き方など

と愛知大学とのかかわりを聞いておかない

と、愛大の歴史記憶そのものも消えてしま

うのではないかと危惧したことにあった。

実際、同窓会名簿を用いて郵送法で行った

が、多くの卒業生は他界したり、行方不明の

ため、多くの郵送分が戻ってきた。実施が

10 年遅かったと実感した。

しかし、回答数は限定されたが、このアン

ケート内容は貴重であり、これにより、新た

に多くのことが明らかになった。

まず、全体として見えてくることは、卒業

生たちの大学生活はまじめで、まぎれもな

く愛知大学とともにあったことである。そ

の若干を指摘すると、まず、開学開講後の 2

か月足らずの間に、大学側ではなく、学生た

ちが主催してまだ戦災のあとの匂いも残る

豊橋市街地の焼け残った豊橋市公会堂もメ

インに、愛知大学のグランドも使い、市民と

の文化交歓祭を行ったことである。仮装行

列、講演会、演劇、音楽、そして愛大グラウ

ンドでは、各種の市民も加えた運動会も開

催して、多くの市民も参加した。最終日は東

京から古関裕而とコロンビア楽団の演奏で、

伊藤久雄らの歌謡ショウもあり、最後に公

会堂の最上階に立って挨拶をした書院から

学部の最上クラスに編入し、のちに外交官

になったまとめ役の小崎昌業は、市民数千

人を前にお礼の挨拶をしたという。小崎は

初の学生自治会長に就任した。これによっ

て国外や国内から集まった出自の違う学生

たちが、初めて心ひとつにしてこの交歓祭

を盛り上げた。まさに愛知大学の設立趣意

書に述べられた大学の「地域文化への貢献」

を実践したのであった。ただし、この舞台裏

では、書院から編入学した最上級の学生た

ちがその準備に東奔西走したこともアンケ

ートを寄せた卒業生が記している。書院か

ら編入学した学生たちは、上海で学徒出陣

する前の書院生活をしたときに、書院の伝

統の仮装行列や運動会、クラブ活動を経験

しており、その経験を伝え広げることでス

ムースな運営を実現したものといえる。

そうみてくると、愛知大学の最初の各学

年が多様にそろった学生たちを最初にまと

めたのは、書院からの編入学生たちであっ

た。書院学生の経験が愛知大学の創設期を

飾ったといえ、書院の伝統と経験が愛知大

学を学生の手で開幕させたといえそうであ

る。愛知大学当局が 1 周年記念行事を開催

したのは、この半年後の昭和 22 年 11 月の

ことであった。

二つ目は、「愛大事件」についてである。
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その経過などは本文中でもふれたので、繰

り返さないが、この件によって、愛知大学は

マスコミなどの外部からの風評に見舞われ

た。例えば、赤い大学とか偏向学生などの風

評がそれで、中には、就職にも影響があった

という卒業生もいた。それは今日にも引き

ずっているのではないかという見方もある

が、アンケートからは、当時の学生たちは、

事件を目の前にして、警察権力からの、大学

への自治と自由への侵害だと強く思ってお

り、主張していることがわかった。警察や風

評に負けない理性を持っていたことがわか

る。そのために、最後まで学生を信じ、弁護

し続けた本間学長を中心に、その後の小岩

井学長や脇坂学長の思考や行動に強い共感

を抱き、愛知大学を教員と学生が一体感を

形成して支えていたことがわかる。

これにより、愛知大学は、ほかの大学では

見られない教員と学生が一体となった共同

体を生み出したと言えた。のちに全国の大

学が学生運動に席巻され、愛知大学もその

運動に揺れることになるほぼ 15 年前のこ

とであった。「愛大事件」当時のこれらの背

景には、学生たちの多くが想像以上にまじ

めによく勉強し、教員たちとも積極的な交

流をし、志を強く持っていたことが、多くの

回答から読みとれる。「愛大事件」をめぐる

風評は、学生たちにとって、より風評である

にしかすぎなかった。そこに、愛知大学の学

生たちの力量が見られた。

そして三つ目が、これがもっとも重要な

基本であったこととして「愛知大学設立趣

意書」に対する卒業生たちの強い共感と理

解であったことが明らかになったことであ

る。それは戦後の新たな出発のための基本

的な平和世界への貢献と、そのための教養

に裏打ちされた「国際人の養成」と「地域文

化への貢献」という愛知大学の使命感とも

いうべき原則方針を、GHQ の支配下の厳し

い環境の中で堂々と宣言したことである。

 日本人をほぼ 4 島に閉じ込め、国際活動

はまさに禁じられ、しかも日本人の自立的

行動も押さえこまれたなかでの、新たな時

代の日本の展望を先読みした宣言であっ

た。その背景には書院時代の国際感覚を持 

った設立者たちの見識があったといえる。 

 今回の卒業生たちの、随所で表現してい

る「愛知大学の歴史を学べ」と「愛知大学設

立趣意書」をぜひ読むようにとの言葉は大

きな重みがある。それに沿って、学生時代を

学び、社会へ出てからの自己の生き方の指

針となったという回答は、こんにち、改めて

新鮮である。在校生や卒業生だけでなく、当

時とはほとんど人が入れ替わってしまった

大学当局、教員たちにも「愛大憲法」とでも

いうべきこの「設立趣意書」の精神を伝えた

いと発された言葉であり、愛知大学の背骨

を継承し、より発展させてほしいというメ 

ッセージであるように受け取れる。実際一

つ目の、学生が実現した画期的な「豊橋市民

との交歓祭」はまさにこの精神の具体化で

あったし、二つ目の「愛大事件」に対する学

生側の権力へのクールな反応と信頼できた

大学当局への強い共感および一体感は、こ

れもまた「設立趣意書」の精神によるブレな

い対応としてあらわれたのであろうと思わ

れ、今回対象とした卒業生たちの多くは、そ

れが心身ともに染みこんでいたことを感じ

た。

 以上、今回のアンケート調査を整理して、

多くの卒業生からの貴重なご意見、ご回答

を読ませていただき、まとめた立場からの
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感想をかかせていただいた。不十分な点は

多々あり、それらも含め、またいろいろご意

見を頂けたらと願っています。

あらめて、ご協力いただいた卒業生の

方々に厚くお礼申し上げます。

2. お詫び

最後にお詫びです。昨年の 3 月に行った

このアンケートは、今回のまとめでは、旧制

大学、新制の法経学部の経済学科と法学科、

文学部、のまとめのレベルまでで終わって

しまいました。本来、短大、女子短大、二部

（各学科）なども加えるつもりでありまし

たが、旧制大学からスタートした愛知大学

では、初期のその当時において、多様な編入

や入学が混じり、転学科や転科も多く、それ

らを正確に把握することはアンケートだけ

では難しく、そこで確認のため、大学史、卒

業生名簿などを援用して、それぞれの移動

系譜データの調査を行なわざるをえません

でした。その時間がかかり、また、学部レベ

ルのまとめも、今、この 3 月 6 日までずれ

込んでしまっています。学部以外について

は表化の整理はできていますが、時間の関

係で次号にまわさせていただくこととしま

した。この点の事情をご理解ご了承いただ

きたくお願いいたします。

【付記】

最後に一つ付記しておきたい。

それは、本文中のアンケートの回答にな

かで、本学を志望したり、入学したりした

「理由」の中に、「本学の授業料が安かった」

という回答が散見されたことについてであ

る。では現実にどのくらいの差額であった

かを他大学との比較の中で示したデータは

これまでなかったので、今回各種資料を求

め、それをグラフにして示した。それが、次

の付図である。ここでは愛知大学との比較

のために、私学では、慶応大学と早稲田大

学、それに全私立大学の文科系の平均授業

料、そして国立大学も参考に比較した（222

ページ参照）。

これを見ると、国立大学を除けば、愛知大

学の安さがよくわかる。これは、愛知大学

が、戦後、勤労学生が多い中で授業料を安く

することで、多くの勤労学生にも進学の機

会を与えようとする理念があったためで、

名古屋校舎進出もその理念の下で行なわれ

た。また、愛知大学は、ほかの私大のような

経営者中心のオーナー制ではなく、実質的

に教員の合議によって経営する体制をとっ

ていたこともあり、広告費を抑え、過大な設

備投資を避けるなど、経費の削減によって、

学生の授業料負担を抑えることができてい

た。たとえば、「青空に下にグランドがあれ

ば、体育館はいらない」という評議員の意見

は昭和 40 年代に入っても生きており、戦前

から残されていた古い講堂がその代用とし

て使用されていたほどであった。その代わ

り、図書館の充実はその後にかけて最優先

されたところもあり、オーナー大学ではな

い教員や学生重視の特徴が見られた。

しかし、その後、特に経済成長にともなう

インフレが始まると、昭和 30 年代の物価上

昇期に、他大学との差額が顕著となり、とく

にこの時期に愛知大学の授業料の安さが注

目されたのであろう。それはその後も続い

た。しかし、授業料は経営の根幹であり、他

と同様に上昇するが、他大学が毎年といっ

ていいほど次々に上昇させたのに比べ、愛

知大学は学生にも配慮しつつ我慢しながら
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もしだいに学生数も増え、設備施設の充実

も必要となり、経費が膨らむ中で、グラフに

みられるように、我慢できずに一気に上げ

るという階段状のあげ方が特徴的になった

といえる。授業料値上げは、それまでの大学

側と学生側の暗黙的な理解、了解の上で行

われていたが、急激なインフレの進行で大

学側は、経営問題が生じるようになり、特に

昭和 40 年代初期には次々と一気の授業料

上げ幅を提示し、学生側もそれに抗議する

ようになった。学生大会や、学生ストライキ

で両者の間は決裂し、愛知大学では、この授

業料問題が、その頃から全国的に広がりを

見せてゆく学生運動の、愛知大学における

発端契機となった。「授業料の安さ」は、愛

知大学の代名詞にもなるほど有名になった

が、経済の高度成長期が社会経済を大きく

変質させる中で、その後の愛知大学にも大

きな課題をもたらしたといえそうである。
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